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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
穏
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て

　
政
府
が
「
一
億
総
活
躍
プ
ラ

ン
」
を
発
表
、
少
子
高
齢
化

に
正
面
か
ら
立
ち
向
か
う
姿

勢
を
示
し
、
「
日
本
再
興
戦
略

２
０
１
６
」
で
は
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

６
０
０
兆
円
に
向
け
た
成
長
戦
略

を
公
表
す
る
な
ど
、
時
代
の
大
き

な
変
化
を
感
じ
た
年
で
あ
り
ま
し

た
。

 

一
方
、
熊
本
、
島
根
で
の
大
地

震
、
北
海
道
、
東
北
地
方
で
の
台

風
被
害
な
ど
、
自
然
災
害
も
多
発

し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
６
月
に
天
皇
皇
后

両
陛
下
が
高
野
辰
之
記
念
館
を
御

視
察
さ
れ
る
栄
誉
に
も
あ
ず
か

り
、
一
段
の
元
気
を
い
た
だ
く
機

会
を
得
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
活
動
に

よ
り
、
新
た
に
「
信
州
中
野
お

ご
っ
そ
フ
ェ
ア
」
や
「
信
州
な
か

の
音
楽
祭
２
０
１
６
」
な
ど
、
内

外
に
発
信
す
る
大
き
な
事
業
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
年
を
迎
え
て

　
本
年
は
、
丁
酉
（
ひ
の
と
・
と

り
）
の
年
に
あ
た
り
、
対
立
に
よ

り
生
じ
る
無
用
な
混
乱
の
発
生
を

回
避
す
る
努
力
を
し
、
新
し
い
勢

力
が
生
ま
れ
る
年
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
国
内
で
は
憲
法
改
正
の
問
題

や
、
２
０
１
７
年
問
題
と
い
わ
れ

る
、
団
塊
の
世
代
が
70
歳
を
迎

え
、
後
継
者
不
足
に
よ
る
事
業
承

継
の
問
題
、
海
外
で
は
米
国
ト
ラ

ン
プ
次
期
大
統
領
の
外
交
・
通
商

政
策
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
手
続

き
開
始
な
ど
、
社
会
経
済
に
影
響

を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
事
象

が
相
次
ぐ
と
み
ら
れ
ま
す
。

音
楽
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年

　
１
月
18
日
に
仙
台
市
・
竹
田
市

と
の
音
楽
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年

を
迎
え
ま
す
。
音
楽
を
絆
に
50
年

間
様
々
な
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
１
月
28
日
に
は
、
仙
台
市
奥

山
市
長
、
竹
田
市
首
藤
市
長
が
来

市
し
、
次
の
50
年
に
向
け
て
新
た

な
連
携
の
誓
い
を
結
ぶ
予
定
で
す
。

本
市
に
お
け
る
地
方
創
生

　
地
方
創
生
は
地
域
力
（
市
民
の

中
野
市
長

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ皆

様
の
活
力
）
が
要
で
す
。
中
野

市
版
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
諸
施
策

を
確
実
に
実
施
し
、
加
速
さ
せ
る

年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
市
民
の
皆
様
や
企
業
・

団
体
・
各
組
織
（
民
）
と
中
野
市

（
公
）
が
連
携
を
強
め
、
そ
れ
ぞ

れ
が
持
つ
力
を
融
合
さ
せ
、
明
日

の
豊
か
な
中
野
市
づ
く
り
に
、
邁

進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
「
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
　
文
化

が
香
る
元
気
な
ま
ち
」
、
「
住
み

よ
さ
で
選
ば
れ
る
ま
ち
」
と
い
う

私
た
ち
の
夢
は
、
市
民
の
皆
様
の

協
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
実
現
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
良
い

年
に
な
る
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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昨
年
７
月
15
日
に
開
催
さ

れ
た
国
の
文
化
審
議
会
で
文

部
科
学
大
臣
に
答
申
さ
れ
て

い
た
、
旧
山
田
家
住
宅
（
東

江
部
）
の
７
件
の
建
造
物
が
、

昨
年
11
月
29
日
付
け
で
告
示

さ
れ
正
式
に
国
の
登
録
有
形

文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
初
め
て
の
国

の
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物

で
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
国
の

登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た

旧
山
田
家
住
宅
の
建
造
物
が

持
つ
歴
史
と
特
徴
を
紹
介
し

ま
す
。

特集

◆登録有形文化財とは

　観光資源などに活用し
ながら文化財の保護を図
ることを目的に平成８年
に始まった制度。現状変
更が厳しく制限される国
宝などの指定文化財と比
べると、外観や内装を変
更する制約が緩やかに
なっています。
　建築後 50 年で登録対
象となり、地方自治体か
らの情報を基に国が候補
を選定。文化審議会の答
申を経て登録されます。

旧山田家住宅が

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

登
録
さ
れ
た
旧
山
田
家
住
宅

7
件
の
建
造
物

①
奥
座
敷

②
新
座
敷

③
質
蔵
及
び
文
庫
蔵

④
裏
門
・
台
所
味
噌
蔵
及
び

　
事
務
所

⑤
隅す

み
の
く
ら蔵

⑥
六ろ

っ
け
ん
ぐ
ら

間
蔵
及
び
二に

け

ん

ぐ

ら

間
蔵

⑦
酒
売
場

▼旧山田家住宅平面図

国の登録有形文化財に

３３４４４５

６

６

７

１

２
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奥
座
敷
は
客
人
を
も
て
な
す
場

と
し
て
使
用
さ
れ
た
建
物
で
す
。

　
建
物
の
外
観
は
、木
造
平
屋
建
、

寄よ
せ
む
ね棟
造
り
、
内
部
は
真
壁
造
り
京

壁
仕
上
げ
で
、
南
北
に
縁
側
が
回

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
座
敷
全
体
の
造
り
は
数す

き

や

寄
屋
風

で
あ
り
、
良
質
の
杉
材
を
多
く
使

用
し
た
座
敷
と
床
の
間
は
、
茶
を

嗜た
し
な

ん
だ
施
主
の
考
え
が
よ
く
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

奥
座
敷

登
録
番
号
第
２０
‐
０
５
０
３
号

▼◀奥座敷
の外観（南
面）と、八
畳床の間

登録番号第 ２０ － ０５０５ 号

建築年代　弘化５（１８４８）年

質蔵及び文庫蔵

　質蔵および文庫蔵は一連の北面土蔵群とし
て、旧山田家住宅の代表的な景観をつくってい
ます。また、水路に沿った石積みと白壁、下見
板が往時をしのぶ美しい景観を残しています。
　質蔵、文庫蔵ともに、南面扉は黒漆

し っ く い

喰塗りの
本格的な防火扉であり、裏白戸、ケヤキの板戸、
網戸が取り付けられています。質蔵の内壁は縦
板張り、２階小屋組は中引きを入れた造りです。
　１階床下は束

つ か た

立てで、土間は叩き仕上げで床
下中央部に水抜き穴があることから、特に湿気
への対策が考慮された建物です。

国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た

旧
山
田
家
住
宅
の
建
造
物

▲◀新座敷の
外観（南面）と、
八畳間

新
座
敷

登
録
番
号
第
２０
‐
０
５
０
４
号

建
築
年
代

昭
和
２８

　
応
接
間
と
し
て
建
築
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
新
座
敷
は
、
北
面
か
ら

４
畳
の
取
次
を
通
っ
て
入
室
し
、

東
に
床
の
間
と
脇
床
、
南
に
縁
側

が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
外
観
は
木
造
平
屋
入い

り

も

や

母
屋
造
り

起
り
屋
根
、
内
部
は
真
壁
造
り
京

壁
仕
上
げ
で
、
柱
や
建
具
に
は
、

施
主
が
約
10
年
か
け
て
収
集
し
た

サ
ク
ラ
、
ケ
ヤ
キ
、
カ
エ
デ
、
イ

チ
イ
、
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
銘
木
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◀▲質蔵の外観
（北面）と、文
庫蔵南面扉周り

　
今
回
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
旧
山
田

家
住
宅
の
７
件
の
建
造
物
。

　
建
築
年
代
が
さ
ま
ざ
ま
な
旧
山
田
家
住
宅
の
建
造
物
か

ら
は
、江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
「
北
信
濃
の
豪
農
」

と
し
て
知
ら
れ
た
山
田
家
の
人
々
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
の

足
跡
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
合
っ
た
特
徴
を
持
つ
一
つ
ひ
と
つ

の
建
造
物
に
は
、
山
田
家
と
北
信
濃
の
関
わ
り
が
深
く
刻

み
込
ま
れ
て
お
り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
地
域
の
歴
史
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲登録プレート

（
１
９
５
３）

年

年
移
築

（
１
９
５
１
）

※
昭
和
２6

建
築
年
代　

明
治
中
期
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隅
蔵

登
録
番
号
第
２０
‐
０
５
０
７
号

建
築
年
代　

幕
末

登録番号第 ２０ － ０５０6 号

建築年代　明治 １3（１８８０）年

裏門・台所味噌蔵及び事務所

　質蔵や文庫蔵に連なり、北面の土蔵群を構成
しています。裏門は、旧飯山城門で明治期に移
築されたと伝わります。
　裏門・台所味噌蔵および事務所は、石積みと
白壁、下見板が美しい景観をつくっています。
　事務所は 10 畳の和室と洋室の２室で構成さ
れ、和室は休憩室として、洋室は土間もあり帳
場として使用されていました。

　
北
面
は
国
道
４
０
３
号
線
、
西
面

は
直
行
す
る
市
道
沿
い
に
面
し
て
建

つ
文
字
通
り
隅
蔵
で
す
。

　
南
面
入
口
に
土ど

び
さ
し庇

が
つ
け
ら
れ
、

利
便
性
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
外
観

は
北
面
土
蔵
群
と
同
様
、
石
積
み
と

白
壁
、
下
見
板
が
連
な
り
美
し
い
景

観
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
内
部
の
床

は
板
張
り
で
、
小
屋
組
は
中
引
き
を

入
れ
た
形
で
す
。
屋
根
は
置
小
屋
で

あ
り
、
古
く
か
ら
の
土
蔵
造
り
の
形

式
を
よ
く
残
し
て
い
ま
す
。
こ
の
建

物
は
、明
治
３
年
の
中
野
騒
動
の
際
、

一
部
が
焼
け
焦
げ
ま
し
た
が
、
現
在

で
も
そ
の
部
材
の
一
部
が
そ
の
ま
ま

残
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲▶隅蔵の外観
（西面と南面）

◀▲裏門の外観
（南面）と、裏門・
台所味噌蔵およ
び事務所の外観
（北面）

六
間
蔵
及
び
二
間
蔵

登
録
番
号
第
２０
‐
０
５
０
８
号

建
築
年
代　

明
治
１3

　
六
間
蔵
お
よ
び
二
間
蔵
は
、
外

観
が
隅
蔵
と
塀
で
つ
な
が
れ
、
酒

売
場
と
一
連
で
桟さ

ん
が
わ
ら瓦
葺ぶ

き
の
屋

根
、
石
積
み
と
白
壁
、
下
見
板
の

構
成
で
、
美
し
い
景
観
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
内
部
の
床
が
下
屋
の

土
間
よ
り
も
９0
㌢
高
く
張
ら
れ
て

い
る
の
は
、
水
害
を
考
慮
し
て
作

ら
れ
て
い
る
証
拠
で
す
。

　
内
側
の
下
屋
か
ら
こ
の
蔵
を
眺

め
る
景
観
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

▲◀六間蔵および二間
蔵の外観（東面）と、
六間蔵の内部

登録番号第 ２０ － ０５０９ 号

建築年代　明治中期酒売場
　明治 ４1 年の絵図から酒売場として使用され
ていたことが分かり、大正元年から昭和 10 年
までは、山田家は蚕に注力したため、蚕室とし
て使われていました。
　外観西面は六間蔵・二間蔵の土蔵造に連なり、
真壁造り漆喰塗り下見板張りの姿は独特で、他
の土蔵群の景観とは異なっています。

▲▶酒売場の外観
（西面）と内部

特集　旧山田家住宅が国の登録有形文化財に

（

１
８
８
０）
年
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慶
長
３
（
１
５
９
８
）
年

・
豊
臣
秀
吉
が
上
杉
景
勝
を
会
津

（
福
島
県
）
に
移
封
。
高
梨
氏
を

は
じ
め
、
北
信
濃
の
諸
将
も
こ
れ

に
従
い
会
津
へ
移
る
。

慶
長
５
（
１
６
０
０
）
年

・
関
ヶ
原
の
戦
い
で
徳
川
方
勝
利
。

慶
長
８
（
１
６
０
３
）
年

・
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く
。

慶
長
１９
（
１
６
１
４
）
年

・
大
坂
冬
の
陣
、
東
西
両
軍
和
睦
。

元
和
元
（
１
６
１
５
）
年

・
大
坂
夏
の
陣
、
豊
臣
氏
滅
ぶ
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
①

山
田
家
の
江
部
来
住

寛
永
１０
（
１
６
３
３
）
年

・
幕
府
、
鎖
国
令
発
布
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
②

地
主
「
山
田
庄
左
衛
門
家
」
の
成
り
立
ち

享
保
９
（
１
７
２
４
）
年

・
幕
府
、
高
井
郡
内
の
幕
府
領
諸
陣

屋
を
中
野
陣
屋
に
統
合
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
③

地
方
文
人
「
山
田
松
斎
」
の
活
躍

弘
化
４
（
１
８
４
７
）
年

・
善
光
寺
地
震
発
生
。
中
野
幕
府
領

内
の
死
者
７
７
８
人
。

※参考資料「中野市誌 歴史編（前・後編）」（中野市）

歴
史
年
表
に
み
る

山
田
家
と
中
野
市

ト
ピ
ッ
ク
ス
④

幕
末
維
新
期
の
山
田
庄
左
衛
門
家

ト
ピ
ッ
ク
ス
⑤

近
代
の
山
田
家

慶
応
３
（
１
８
６
７
）
年

・
徳
川
慶
喜
、
大
政
奉
還
。

明
治
３
（
１
８
７
０
）
年

・
千
曲
川
瀬
直
し
工
事
（
直
流
化
）

着
工（
明
治
５
年
完
成
）。

・
政
府
、
伊
那
県
を
分
割
し
中
野
県

を
設
置
。
東
北
信
の
旧
幕
府
領
を

管
轄
す
る
。

・
明
治
政
府
の
増
税
な
ど
に
反
対
し

て
一
揆
（
中
野
騒
動
）
が
起
こ

り
、
県
庁
舎
焼
失
。

明
治
４
（
１
８
７
１
）
年

・
中
野
県
を
長
野
県
に
改
称
す
る
太

政
官
布
告
。

弘
化
５
（
１
８
４
８
）
年

・
質
蔵
及
び
文
庫
蔵
建
築
。

幕
末

・
隅
蔵
建
築
。

明
治
１３
（
１
８
８
０
）
年

・
裏
門
・
台
所
味
噌
蔵
及
び
事
務

所
、
六
間
蔵
及
び
二
間
蔵
建
築
。

明
治
中
期

・
奥
座
敷
、
酒
売
場
建
築
。

昭
和
２８
（
１
９
５
３
）
年

・
新
座
敷
建
築
。

山田家資料にみる北信濃の４００年
～「真田丸」の時代を越えて、私たちの郷土はどう生きてきたのか～

　旧山田家住宅は、平成 2０ 年に市に寄贈され、現在は（仮称）山田家資料館と
して一般公開しています。建造物のほかにも、江戸時代後期に作庭されたと考
えられる庭園や、約１万４千点もの古文書をはじめとする歴史資料を収蔵し、
その一部を展示しています。山田家に伝わる資料を読み解くと、山田家、また
北信濃の人々が江戸時代以降をどう生き抜いてきたのかが見えてきます。 （仮称）山田家資料館

学芸員　山
や ま だ

田正
ま さ こ

子
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山
田
家
の
先
祖
は
戦
国
浪
人
と
い
わ

れ
、
初
代
の
縫ぬ

い

の

す

け

殿
介
（
生
没
年
不
詳
）

が
江
部
に
来
住
し
た
の
は
、
元
和
年
間

（
１
６
１
５
～
2４
）
こ
ろ
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
初
め
に
当
地
を
支
配
し
た

飯
山
藩
主
・
堀ほ

り

直な
お
よ
り寄
は
、
戦
国
浪
人
を
優

遇
し
て
積
極
的
に
迎
え
入
れ
、
千
曲
川
沖

積
地
な
ど
の
荒
地
や
未
開
発
地
の
開
発
を

奨
励
し
ま
し
た
。
山
田
家
は
こ
の
こ
ろ
に

一
族
や
抱
え
の
人
々
と
共
に
、
江
部
に
来

住
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
３
代
目
が
初
め
て
「
庄し

ょ
う
ざ
え
も
ん

左
衛
門
」
を
名

乗
り
ま
す
（
山
田
庄
左
衛
門
家
の
創
設
）。

土
地
の
移
動
状
況
を
示
す
質し

っ
ち
し
ょ
う
も
ん

地
証
文
は
、

寛
文
６
（
１
６
６
６
）
年
が
初
出
で
、
元

禄
年
間
（
１
６
８
８
～
１
７
０
４
）
に
か

け
て
大
量
の
田
畑
を
買

い
入
れ
、
土
地
の
集
積

を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、

周
辺
藩
領
の
年
貢
地
払

い
米
を
買
い
入
れ
て
、

穀
物
売
買
や
酒
造
業
を

営
み
ま
し
た
。

　
享
保
年
間（
１
７
１
６

～
３６
）
こ
ろ
ま
で
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

営
帳
簿
を
作
成
す
る
よ
う
に
な
り
、
山
田

家
に
よ
る
地
主
経
営
が
本
格
化
し
て
い
き

ま
す
。
現
在
地
に
屋
敷
を
構
え
た
の
も
享

保
年
間
で
す
。

　
明
和
６
（
１
７
６
９
）
年
に
生
ま
れ
、

天
保
１１
（
１
８
４
０
）
年
に
７2
歳
で
没
し

た
７
代
庄
左
衛
門
顕
孝
は
、
文
人
「
山
田

松し
ょ
う
さ
い斎

」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
信
州
中
野
の
畔あ

ぜ
が
み上
聖せ

い
た
ん誕
、
山や

ま
ぎ
し岸
蘭ら

ん
ち
ょ
う腸
ら

と
江
戸
の
儒
者
・
亀か

め

だ田
鵬ぼ

う
さ
い斎

に
師
事
し
、

柏か
し
わ
ぎ木

如じ
ょ
て
い亭

、
頼ら

い
さ
ん
よ
う

山
陽
ら
と
も
交
友
し
ま
し

た
。
七し

ち
げ
ん
き
ん

絃
琴
を
嗜
み
、『
経け

い
て
ん
こ
く
め
い
こ
う

典
穀
名
考
』

な
ど
の
著
作
を
残
し
、
地
域
の
門
人
た
ち

に
講
義
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、旅
日
記
「
宝

善
堂
記
行
」「
参
宮
紀

行
」
か
ら
は
、
江
戸

や
京
都
の
文
人
た
ち

と
の
人
脈
が
見
え
て

き
ま
す
。

　
山
田
庄
左
衛
門
家
の
土
地
集
積
は
さ
ら

に
進
み
、
嘉
永
３
（
１
８
５
０
）
年
の
小

作
地
は
１９
か
村
、８
６
２
石
に
及
び
ま
す
。

天
明
５
（
１
７
８
５
）
年
か
ら
は
中
野
代

官
所
と
の
金
融
取
引
が
始
ま
り
、
幕
末
に

は
中
野
代
官
所
の
掛か

け

や屋
と
し
て
年
貢
金
の

運
用
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
千
曲
川

沖
積
地
に
広
が
る
耕
地
は
水
害
常
襲
地
帯

だ
っ
た
た
め
、９
代
～
１１
代
庄
左
衛
門
は
、

篠し

の

だ田
市い

ち

ざ

え

も

ん

左
衛
門
、
丸ま

る
や
ま山
要よ

う

ざ

え

も

ん

左
衛
門
ら
と
千

曲
川
の
築
堤
や
瀬
直
し
（
直
流
化
）
の
実

現
に
奔
走
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
明
治
３
（
１
８
７
０
）
年
１2

月
、
北
信
商
社
員
で
あ
っ
た
山
田
家
は
一

揆
勢
の
攻
撃
対
象
と
な
り
、
母
屋
・
土
蔵

な
ど
を
焼
失
し
ま
し
た
（
中
野
騒
動
）。

　
中
野
県
か
ら
長
野
県
へ
と
移
り
変
わ

ト
ピ
ッ
ク
ス
①

山
田
家
の
江
部
来
住

（
１
６
０
０
年
代
前
半
）

ト
ピ
ッ
ク
ス
②

地
主
「
山
田
庄
左
衛
門
家
」
の
成
り
立
ち

（
１
６
０
０
年
代
後
半
～
１
７
０
０
年
代
前
半
）

ト
ピ
ッ
ク
ス
③

地
方
文
人
「
山
田
松
斎
」
の
活
躍

（
１
７
０
０
年
代
後
半
～
１
８
０
０
年
代
前
半
）

▼経典穀名考
ト
ピ
ッ
ク
ス
④

幕
末
維
新
期
の
山
田
庄
左
衛
門
家

（
１
８
０
０
年
代
半
ば
）

ト
ピ
ッ
ク
ス
⑤

近
代
の
山
田
家

（
１
８
０
０
年
代
後
半
～
１
９
０
０
年
代
前
半
）

住所／中野市大字江部 ４６ 番地３
ＴＥＬ／ 0269-23-2955
開館時間／午前９時～午後５時
休館日／土・日・祝日・年末年始
入館料／無料

※見学をご希望の際は、上記まで
ご連絡ください。

（仮称）山田家資料館

る
な
か
、
山
田
家
は
第
１９
大だ

い

く区
区
長
な

ど
の
役
職
を
歴
任
し
、
１2
代
荘し

ょ
う
ざ
え
も
ん

左
衛
門

（
１
８
５
１
～
１
９
１
７
）
は
貴
族
院
議

員
・
衆
議
院
議
員
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。

　
明
治
期
に
お
け
る
山
田
家
の
経
済
活
動

は
、
地
域
の
土
地
集
積
か
ら
横
浜
生
糸
貿

易
・
証
券
投
資
・
銀
行
経
営
な
ど
に
向

か
っ
て
い
き
ま
す
。１2
代
荘
左
衛
門
の
弟
・

松ま
つ
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
（
１
８
５
６
～
１
９
３
３
）
は
、

横
浜
生
糸
合
名
会
社
の
役
員
と
し
て
生
糸

貿
易
に
携
わ

り
、
分
家
の

山
田
亀か

め
き
ち吉

（
？

～
１
９
２
８
）

が
経
営
す
る

江
部
製
糸
場

の
生
糸
も
横

浜
か
ら
海
外

に
輸
出
さ
れ

ま
し
た
。

▲江部製糸場に関する資料

▲寛文６年の質地証文



8広報なかの２０１７．1

　
12
月
市
議
会
定
例
会
が
、
11
月
30
日
か

ら
12
月
14
日
ま
で
、
15
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
条
例
案
9
件
、
予
算

案
６
件
、
事
件
案
４
件
の
合
わ
せ
て
19
件

が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書
な
ど

に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

補 

正 

予 

算

12
月
市
議
会
定
例
会
報
告

「
中
野
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
」
の
一
部
改
正
　
　

　
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
お
よ
び
議
会
の

議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
国
に
準

じ
て
改
定
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

「
中
野
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
」
の
一
部
改
正

　
一
般
職
の
職
員
の
給
料
月
額
、
扶
養
手

当
の
額
お
よ
び
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を

国
に
準
じ
て
改
定
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

「
中
野
市
市
税
条
例
」
の
一
部
改
正

　
外
国
人
等
の
国
際
運
輸
業
に
係
る
所
得

に
対
す
る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得
税
等
の

非
課
税
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

特
例
適
用
利
子
お
よ
び
特
例
適
用
配
当
な

ど
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
お
け
る
課
税

の
特
例
を
定
め
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

「
中
野
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
」
の
一
部
改
正

　
国
の
基
準
省
令
の
改
正
に
伴
い
、
放
課

後
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件
に
、
義
務
教

育
学
校
の
教
諭
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者

を
加
え
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

「
中
野
市
保
育
所
条
例
」
の
一
部
改
正

　
新
野
地
籍
に
開
所
す
る
保
育
所
の
名
称 

お
よ
び
位
置
に
つ
い
て
定
め
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

「
中
野
市
印
鑑
条
例
」
の
一
部
改
正

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
の
多
機
能
端
末

条
　
例

機
に
よ
る
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
に
係

る
規
定
を
整
備
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

 

「
中
野
市
民
芸
品
等
生
産
施
設
条
例
」
の

廃
止

　
高
野
辰
之
記
念
館
に
併
設
さ
れ
て
い
る

中
野
市
豊
田
ふ
る
さ
と
民
芸
館
の
施
設
を

活
用
し
、
高
野
辰
之
記
念
館
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
本
条
例
の
廃
止
を
行
う
も
の
で

す
。

　
中
野
市
民
プ
ー
ル
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
、
議
決
を
得
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定 

協
定
の
締
結 

　
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
豊
田
衛
生
セ
ン

タ
ー
に
替
わ
る
施
設
と
し
て
整
備
を
行

う
、
し
尿
等
投
入
施
設
の
整
備
工
事
の
委

託
に
関
し
て
、
日
本
下
水
道
事
業
団
と
協

定
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
決
を

得
ま
し
た
。

《
一
般
会
計
（
第
４
号
）》　
　

　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
に

５
３
４
０
万
余
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

予
算
総
額
を
２
３
３
億
９
７
４
７
万
余
円

と
し
ま
し
た
。
主
な
歳
出
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉

●
高
野
辰
之
記
念
館
維
持
整
備
事
業

費
で
、
施
設
改
修
工
事
費
と
し
て

３
０
０
万
円
の
増
額

〈
民
生
費
〉

●
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
費
（
平
成
28
年

度
経
済
対
策
分
）
で
、
臨
時
福
祉
給
付

金
な
ど
を
１
億
３
２
１
２
万
余
円
の
増

額
〈
衛
生
費
〉

●
北
信
保
健
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
で
、

斎
場
事
業
分
担
金
と
し
て
３
５
６
万
余

円
の
増
額
お
よ
び
一
般
・
じ
ん
芥
・
し

尿
事
業
分
担
金
と
し
て
３
０
３
６
万
余

円
の
減
額

〈
農
林
水
産
事
業
費
〉

●
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業
費

で
、
経
営
転
換
協
力
補
助
金
な
ど
を

１
２
６
万
余
円
の
増
額

●
売
れ
る
農
業
推
進
事
業
費
で
、
農
産
物

消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
負
担
金

な
ど
を
３
０
０
万
余
円
の
増
額

〈
消
防
費
〉

●
岳
南
広
域
消
防
組
合
負
担
金
で
、

１
３
０
４
万
余
円
の
減
額

●
消
防
施
設
管
理
事
業
費
で
、
消
火
栓
維

持
管
理
費
負
担
金
と
し
て
２
４
１
万
余

円
の
増
額

《
特
別
会
計
》　

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
人
件
費
の
増
額

お
よ
び
最
低
賃
金
改
正
に
伴
う
臨
時
職
員

賃
金
の
増
額
な
ど
の
補
正
を
行
い
ま
し

た
。
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９ 広報なかの

公共施設の
現状を考える

政策情報課行政管理係　
☎（２２）２１１１（内線４０１）

連載企画

第10回

とは
国や地方自治体が建設する施設。中野市公共施設白書では、
公民館や図書館など市が保有する建物や、公園など広く市民
が利用する施設を対象としています。

公共施設
問い合わせ先

施設の現状について、「ポートフォリオ分析」を用いてお知らせします。
今回の分析の対象となる施設は、保健・福祉施設の 16 施設です。

～中野市を へつなぐために～次世代
公共施設縮減目標 を目指して▲20％

▼保健・福祉施設のポートフォリオ分析

ポートフォリオ分析
　対象となる項目に共通
する２つの指標の組み合
わせにより、その要素が
平面上のどのエリアに配
置しているか分析し、重
要性の高い項目を抽出す
る方法

※本分析のエリア分けに
は、対象施設（類型施
設）の平均値を活用す
る。（施設の分類は、
中野市公共施設白書に
基づく）

「コストを削減」エリア

「抜本的な見直し」エリア

　高齢者福祉施設は、民間事業者の参入もあり利用者数が減
少傾向です。今後は、民間事業者との競合状態にある施設、
特にデイサービスセンターは目的用途の変更、集約化を行い
ます。
　障がい者福祉施設では、適切な技術指導環境などを確保す
るため、利用者数を増やすことが厳しい状況にあります。ま
た、老朽化が進んだ施設もあることから、当面は維持・活用
しながら、他の代替施設を検討します。
　豊田保健センターは、利用者がわずかであるため、豊田子
育て支援センターと一体的に施設を活用していきます。

中野社会就労センター

１
日
当
た
り
の
利
用
者
数
（
人
）

建物延床面積１㎡当たりの年間コスト（円）

平均　25人 /日

平均　22,315　円 /㎡

「現状を維持」エリア

「コストを削減」エリア

「抜本的な見直し」エリア　、

①

「利用状況を改善」エリア
　中野社会就労センターは、技術
指導や受託業務に対応するための
職員が必要なことから、一定の人
件費が発生しています。また、福
祉ふれあいセンターは、他施設と
比べ施設規模が大きいため、指定
管理料が高額になっています。
　今後は、経費削減のため、管理
運営方針の見直しや施設の老朽化
に伴う統廃合を検討します。

「利用状況を改善」エリア

②
③
④

⑤
⑥
⑦

中野保健センター

福祉ふれあいセンター

⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫
⑬

※「利用状況を改善」エリアの各施設番号
　①ぴあワーク就労支援施設　　　　 ②デイサービスセンターさくら　　 ③デイサービスセンターつどい苑
　④デイサービスセンターうまし苑 　⑤豊田保健センター　　　   　　　⑥共同生活福祉施設
　⑦高齢者センター　      　　　　　⑧豊田社会就労センター豊井分場　 ⑨さんさん館
※「抜本的な見直し」エリア の各施設番号
　⑩障がい者デイサービスセンターいこいの里　　⑪豊田社会就労センター
　⑫りんごの木共同作業所　　　　　　　　　　　⑬福祉ふれあいセンター永田分場

２０１７．1
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載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
期
限

は
１
月
31
日
㈫
で
す
。
１
月
中
の

早
期
提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
の
際

に
は
、
個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収

で
き
る
方
と
、
退
職
な
ど
の
理
由

田
支
所
地
域

振
興
課
、
市

公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

○
募
集
期
限　

２
月
６
日
㈪

○
提
出
方
法　

任
意
の
様
式
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、「
実
施
計
画
（
案
）
に

対
す
る
意
見
」
と
記
載
し
、
政

策
情
報
課
へ
直
接
お
持
ち
い
た

だ
く
か
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
提
出
く
だ ▲ＱＲコード

税金

　

平
成
28
年
中
に
給
料
、
賃
金
、

賞
与
な
ど
の
支
払
い
を
行
っ
た
会

社
や
個
人
な
ど
の
給
与
支
払
者

は
、
地
方
税
法
に
基
づ
き
、
原
則

と
し
て
、
従
業
員
が
平
成
29
年
１

月
１
日
現
在
居
住
す
る
市
区
町
村

長
あ
て
に
「
給
与
支
払
報
告
書
」

を
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
施
行
に

伴
い
、
平
成
29
年
度
（
平
成
28
年

分
）か
ら
の
給
与
支
払
報
告
書
は
、

法
人
番
号
お
よ
び
個
人
番
号
の
記

で
特
別
徴
収
で
き
な
い
方
（
普
通

徴
収
）
を
仕
切
り
紙
な
ど
で
区
分

し
て
く
だ
さ
い
。

※
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
制
度

に
つ
い
て
は
、
広
報
な
か
の
平

成
28
年
10
月
号
の
11
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
税
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
課
税
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

給
与
支
払
報
告
書
の
早
期
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

給
与
支
払
者
（
事
業
者
）
の
皆
さ
ん
へ

　

平
成
29
・
30
年
度
に
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
等
競
争
入
札
（
建

設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
な
ど
）
と
、
物
品
等
競
争

入
札
（
見
積
り
）
の
入
札
参
加
資

格
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

申
請
お
よ
び
登
録
を
希
望
す
る

方
は
、
申
請
書
類
を
期
間
内
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
期
間　

平
成
29
年
４
月
１
日

㈯
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰
ま
で

※
２
年
ご
と
の
定
期
審
査
と
な
り

ま
す
の
で
、
平
成
27
・
28
年
度

参
加
資
格
者
名
簿
に
登
録
が
あ

る
方
も
、
新
た
に
申
請
が
必
要

で
す
。

物
品
等
競
争
入
札（
見
積
り
）

入
札
参
加
資
格
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

入札建
設
工
事
等
競
争
入
札

○
建
設
工
事

　

建
設
業
法
に
よ
る
建
設
業
の
許

可
が
あ
る
方

※
一
定
規
模
以
下
の
工
事
の
み
受

注
を
ご
希
望
の
場
合
、
建
設
業

の
許
可
は
不
要
で
す
。

　

営
業
に
関
し
、
法
律
上
必
要
な

　

市
で
は
、
実
施
計
画
（
平
成
29 

～
31
年
度
）
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。
実
施
計
画
は
、
毎
年
度
に

お
け
る
予
算
編
成
や
事
業
実
施
の

指
針
と
な
る
計
画
で
す
。

　

計
画
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る

た
め
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
内
容　
「
実
施
計
画
（
平

成
29
～
31
年
度
）（
案
）」
に
対

す
る
ご
意
見

○
閲
覧
場
所　

政
策
情
報
課
、
豊

実
施
計
画（
平
成
２9
～
3１
年
度
）（
案
）に
対
す
る
ご
意
見

さ
い
。

※
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
場
合

は
、
豊
田
支
所
地
域
振
興
課
で

も
提
出
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４
（
住
所
記

載
不
要
）

政
策
情
報
課
政
策
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

フ
ァ
ク
ス
�
０
３
４
９

Ｅ
メ
ー
ル　

seisaku@
city.nakano.

nagano.jp

募集

許
可
・
登
録
を
受
け
て
い
る
方

※
受
付
期
間　

２
月
１
日
㈬
～
28

日
㈫
（
郵
送
可
・
必
着
）

○
事
務
用
品
、
日
用
品
、
電
気
器

具
、
食
料
品
、
介
護
用
品
な
ど

の
物
品
納
入
を
希
望
す
る
方

○
物
品
賃
貸
業
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
希
望
す
る
方

○
施
設
管
理
な
ど
の
業
務
受
託
を

希
望
す
る
方
（
建
設
工
事
、
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は

別
に
申
請
が
必
要
）

※
法
人
、
個
人
、
組
合
な
ど
経
営

形
態
は
不
問

※
受
付
期
間　

２
月
１
日
㈬
か
ら

随
時
（
郵
送
可
）

　

入
札
参
加
資
格
申
請
要
領
な
ど

は
、
財
政
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
閲

覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w

w
w.city.nakano.nagano.jp/

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

財
政
課
管
財
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

○
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

な
ど

１
月
中
の
早
期
提
出
を

特
別
徴
収
で
き
る
方
と
で
き

な
い
方
を
区
分
し
て
提
出
を
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農
業
所
得
の
申
告
（
確
定
申
告

ま
た
は
個
人
住
民
税
の
申
告
）
を

行
う
た
め
に
は
、
自
分
で
収
支
内

訳
書
（
青
色
申
告
決
算
書
）
を
作

成
す
る
な
ど
準
備
が
必
要
で
す
。

　

申
告
相
談
で
農
業
所
得
を
申
告

す
る
場
合
は
、
相
談
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
、
帳
簿
類
・
領
収
書
な

ど
の
整
理
や
経
費
の
計
算
を
必
ず

済
ま
せ
て
か
ら
会
場
に
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。

Ｑ　

減
価
償
却
費
の
計
算
方
法
は

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
で
す

か
？

Ａ　

農
業
用
の
建
物
や
車
両
、
農

機
具
な
ど
の
資
産
で
、
取
得
価

格
が
10
万
円
以
上
の
も
の
に
係

る
償
却
費
で
す
。
資
産
ご
と
の

耐
用
年
数
や
償
却
率
な
ど
ご
不

明
な
点
、
ま
た
、
ご
自
身
で
計

算
が
で
き
な
い
方
は
税
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

農
業
用
倉
庫
を
修
理
し
ま
し

た
が
、
経
費
計
算
は
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

Ａ　

農
業
用
倉
庫
を
修
理
し
た
場

合
は
、
修
繕
費
を
経
費
と
し
て

計
上
し
ま
す
。
た
だ
し
、管
理
・

修
理
の
程
度
を
超
え
、
資
産
価

値
が
増
加
し
た
場
合
は
減
価
償

却
費
と
し
て
計
上
し
ま
す
。

Ｑ　

農
地
の
取
得
費
用
は
必
要
経

費
と
し
て
計
上
で
き
ま
す
か
？

Ａ　

農
地
の
取
得
費
用
は
経
費
と

し
て
計
上
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
不
動
産
取
得
税
や
固
定
資

産
税
は
必
要
経
費
に
計
上
で
き

ま
す
。
ま
た
、
農
地
取
得
の
た

め
資
金
を
借
り
た
場
合
の
返
済

利
子
は
経
費
と
し
て
計
上
で
き

ま
す
。

Ｑ　

農
地
の
整
備
・
造
成
に
掛

か
っ
た
費
用
は
必
要
経
費
と
し

て
計
上
で
き
ま
す
か
？

Ａ　

土
地
改
良
事
業
の
負
担
金

（
維
持
管
理
費
の
部
分
の
み
）

と
、
客
土
費
用
を
経
費
と
し
て

計
上
で
き
ま
す
。
土
地
改
良
の

負
担
金
が
10
㌃
当
た
り
１
万
円

未
満
の
場
合
は
、
全
額
を
必
要

経
費
に
算
入
で
き
ま
す
。

申告

農
業
所
得
の
申
告
準
備
を

お
願
い
し
ま
す

使用可能期間が１年未満
または取得価格が １０ 万円未満

取得価格が １０ 万円以上 ２０ 万円未満 取得価格が ２０ 万円以上

減価償却せず、
農具費に計上

どちらかを選択

減価償却一括償却
取得価格÷３

（残存価額１円を残さない） 取得時期を選択

平成 １９ 年３月 ３１ 日以前に取得したもの 平成 １９ 年４月１日以後に取得したもの

①旧定額法、旧定率法で計算 ②定額法、定率法で計算

※資産ごとの耐用年数や償却率につきましては、税務課までお問い合わせください。

申
告
相
談
の
電
話

予
約
に
つ
い
て

　

申
告
相
談
期
間
中
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
間
、
30
分

単
位
で
時
間
を
指
定
し
て
ご
予
約

い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
相
談
の
詳
細
な
日

程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
広
報
な
か

の
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
予
約
方
法　

予
約
専
用
電
話
で

希
望
相
談
日
、
会
場
（
市
民
会

館
、
豊
田
支
所
）
と
時
間
を
指

定
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
予
約
専
用
電
話 

☎
�
１
３
０
０

※
予
約
受
付
日
の
受
付
時
間
以
外

は
通
話
が
で
き
ま
せ
ん
。

〇
受
付
日　

２
月
３
日
㈮
～
３
月

14
日
㈫（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

〇
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分　

〇
そ
の
他
留
意
点

・
市
の
代
表
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。

・
予
約
は
希
望
相
談
日
の
前
日
ま

で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
月
曜
日
を
希
望
す
る
場
合

は
、
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
）

・
回
線
が
込
み
合
っ
て
い
て
話
し

中
の
場
合
は
、
し
ば
ら
く
し
て

か
ら
再
度
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
課
税
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

減
価
償
却
費
・
必
要
経
費

Ｑ
＆
Ａ

減 価 償 却 費 に つ い て

償却の基礎になる金額
（取得価格× 0.9）

耐用年数に応ずる
旧定額法の償却率

本年中に事業に使用
していた月数÷ １２ 減価償却費に計上

①（旧定額法）

× × ＝

償却の基礎になる金額
（取得価格）

耐用年数に応ずる
定額法の償却率

本年中に事業に使用
していた月数÷ １２ 減価償却費に計上

②（定額法）

× × ＝
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庁舎 市役所駐車場が全面使用できなくなります
～１月１6日㈪から～

問い合わせ先　財政課管財係　☎（２２）２１１１（内線３２８）

　２月から新庁舎の建設工事に着手することに伴い、１月 １６ 日㈪から準備作業に入るため、仮囲い
の位置を拡大しますので、現庁舎前駐車場が全面使用できなくなります。
　工事期間中に本庁舎や市民会館を利用される方の駐車場につきましては、下図のとおりとなります。
　駐車場が共用となることや分散すること、遠くなることからご不便をお掛けしますが、ご理解とご
協力をお願いいたします。

▲工事期間中の来庁者駐車場位置図と駐車可能台数

市役所
（現庁舎）

市民会館

○送迎車進入可
○障がい者・妊婦用駐車
場有り（２台分）
○駐輪場有り

①
②

③

④⑤

■駐車場　計 183 台
①北玄関駐車場　　　10 台
②議員駐車場　　　　10 台
③市民会館駐車場　　　　40 台
④三好町駐車場　　　28 台
⑤中央公民館駐車場　40 台
⑥南宮駐車場　　　　55 台

中央公民館

⑥

N車両通り抜け不可
（歩行者は通行できます）

××

■
土
地
の
地
目
変
更
届

　

平
成
28
年
中
に
、
田
か
ら
畑
、
山
林
か

ら
雑
種
地
な
ど
、
現
況
の
地
目
を
変
更
さ

れ
た
場
合
は
、
土
地
の
地
目
変
更
届
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
住
宅
用
地
異
動
申
告
書

　

事
務
所
を
住
宅
へ
改
築
す
る
な
ど
用
途

変
更
さ
れ
た
方
や
、
家
屋
を
新
・
増
築

し
、
宅
地
の
利
用
状
況
な
ど
に
異
動
が

あ
っ
た
方
は
、
住
宅
用
地
異
動
申
告
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
１
月
２
日
以
降
の
土
地
お
よ
び

家
屋
の
異
動
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
申
告
書
・
届
出
は
、
１
月
3１
日
㈫
ま
で

に
税
務
課
へ
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
償
却
資
産
の
申
告
書
以
外
の
用
紙
は
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
右
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
の
で
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

市
税
の
納
付
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

税
務
課
資
産
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

資産税
固定

償
却
資
産
の
申
告
と

固
定
資
産
の
異
動
届
を
忘
れ
ず
に

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
、
１
月

１
日
現
在
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
申
告

　

償
却
資
産
と
は
、
個
人
や
法
人
で
工

場
・
商
店
・
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
む
方

が
、
そ
の
た
め
に
使
用
す
る
機
械
・
器

具
・
備
品
な
ど
で
、
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
１2
月
中
に
、
該
当
と
な
る
事
業
者

に
「
申
告
書
」
を
送
付
し
ま
し
た
が
、
新

た
に
対
象
と
な
る
償
却
資
産
を
お
持
ち
の

方
は
、
必
ず
申
告
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
電
子
申
告
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
申
告
も
可

能
で
す
。

　

固
定
資
産
の
異
動
届
な
ど

■
家
屋
滅
失
届

　

平
成
28
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
方

は
、
家
屋
滅
失
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

家
屋
滅
失
届
を
提
出
い
た

だ
く
と
、
取
り
壊
し
た
家
屋

に
は
平
成
29
年
度
か
ら
固
定

資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

▲ＱＲコード

工事中
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11０番

　

１
月
１0
日
は
、
一
一
〇
番
の
日
で
す
。

　

一
一
〇
番
通
報
は
、
緊
急
の
事
件
・
事

故
が
発
生
し
た
場
合
に
、
関
係
者
や
目
撃

し
た
皆
さ
ん
か
ら
早
く
、
正
し
い
通
報
を

受
け
、
犯
人
の
逮
捕
、
被
害
者
の
救
護
な

ど
の
警
察
活
動
を
適
切
に
行
う
た
め
の
も

の
で
す
。
一
一
〇
番
の
目
的
を
理
解
し
、

正
し
い
利
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
一
一
〇
番
電
話
の
仕
組
み
】

　

固
定
電
話
や
携
帯
電
話
の
場
合
で
も
、

県
内
で
一
一
〇
番
通
報
を
す
る
と
、
全
て

長
野
市
内
に
あ
る
「
警
察
本
部
通
信
指
令

課
」
に
つ
な
が
り
、
直
ち
に
最
寄
り
の
警

察
署
や
パ
ト
カ
ー
な
ど
に
伝
達
し
ま
す
。

【
一
一
〇
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

一
一
〇
番
通
報
を
す
る
場
合
に
は
、
慌

て
ず
落
ち
着
い
て
、
要
領
よ
く
警
察
官
の

質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

中
野
警
察
署

☎
�
０
１
１
０

警
察
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
＃
９
１
１
０

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
３
８
）

一
一
〇
番
の
日

「
一
一
〇
番
　
正
し
い
利
用
で
　
ま
も
る
街
」

子育て

～
子
育
て
は
支
え
合
い
～

中
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

保育園

　

旧
み
な
み
保
育
園
跡
地
に
建
設
中
の

（
仮
称
）
中
野
市
新
み
な
み
保
育
園
の
名

称
が
、「
中
野
市
み
な

み
保
育
園
」
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

保
育
園
の
名
称
を
募
集

し
た
結
果
、
１
２
３
人

の
方
か
ら
59
作
品
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
作
品
の
中
か
ら
、

中
野
市
保
育
所
等
運
営

審
議
会
で
「
み
な
み
保
育
園
」
が
選
定
さ

れ
、
議
会
で
条
例
改
正
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
た
な
保
育
施
設
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
る
「
み
な
み
保
育
園
」
は
３
月
完

成
、
４
月
開
所
の
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
育
課
施
設
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
２
）

新
園
の
名
称
が
「
中
野
市
み
な
み
保
育
園
」
に

決
定
し
ま
し
た

中野市みなみ保育園イメージ図

　

市
で
は
、
子
育
て
の
「
援
助
を
受
け
た

い
方
」
と
「
援
助
を
行
い
た
い
方
」
が
会

員
と
な
り
、
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
子

ど
も
の
世
話
が
で
き
な
い
際
に
、
会
員
間

で
子
育
て
の
手
助
け
を
す
る
中
野
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
た
め
、
パ

パ
マ
マ
の
た
め
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

援
助
活
動
の
内
容

・
保
育
施
設
へ
の
送
り
迎
え

・
保
育
施
設
の
時
間
外
に

子
ど
も
を
預
か
る

・
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
際
に

子
ど
も
を
預
か
る

　

会
員
登
録
に
つ
い
て

　

利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
会
員
登

録
が
必
要
で
す
。

・
依
頼
会
員　

市
内
在
住
で
、
子
育
て
の

援
助
を
受
け
た
い
方
（
対
象
児
童
は
生

後
３
カ
月
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
）

・
提
供
会
員　

市
内
在
住
で
、
自
宅
で
子

ど
も
を
預
か
る
こ
と
の
で
き
る
方

　

会
員
登
録
の
方
法

　

子
育
て
課
お
よ
び
各
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
北
部
・
中
央
・
豊
田
）
に
お
い

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
子
さ
ん
の
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　

利
用
手
順

①
依
頼
会
員
は
、
子
ど
も
を
預
け
た
い
日

時
・
内
容
を
一
週
間
前
ま
で
に
子
育
て

課
に
連
絡
す
る
。

②
子
育
て
課
は
、
提
供
会
員
に
援
助
を
依

頼
す
る
。

③
依
頼
会
員
と
提
供
会
員
の
打
ち
合
わ
せ

後
、
援
助
活
動
を
行
う
。

④
料
金
は
依
頼
会
員
が
提
供
会
員
に
直
接

支
払
う
。　

　

１
時
間
当
た
り
の
利
用
料
金

・
３
歳
未
満
７
０
０
円

・
３
歳
以
上
６
０
０
円

※
年
齢
は
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

　

そ
の
他

　

万
が
一
の
事
故
に
備
え
、
市
で
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
す
。

※
ご
依
頼
の
日
時
な
ど
に
よ
り
、
ご
希
望

に
沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
承
知
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
５
６
）



1４広報なかの

　
「
助
け
合
っ
て
生
き
る
す
ば
ら

し
さ
」
を
テ
ー
マ
に
「
生
涯
学
習

市
民
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
つ
ど
い
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
学
習
に
対
す
る
意
欲
や
関
心
を

よ
り
高
め
、
地
域
活
動
へ
の
参
加

を
促
進
し
、
豊
か
で
活
力
あ
る
社

会
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
ご
近
所
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
期
日　

２
月
２6
日
㈰

〇
時
間　

午
後
１
時
30
分（
開
会
）

〇
会
場　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

〇
入
場
料　

無
料

〇
内
容

・
子
ど
も
読
書
活
動
『
フ
ァ
ミ

リ
ー
賞
』
表
彰
お
よ
び
発
表

・
マ
ナ
ビ
ィ
ス
テ
ー
ジ
（
信
州
中

生
涯
学
習
市
民
の
つ
ど
い

野
ふ
る
さ
と
交
流
団
に
よ
る
活

動
発
表
）　

・
記
念
講
演

　

時
間　

午
後
２
時
２0
分

　

講
師　

オ
ス
マ
ン
・
サ
ン
コ
ン

さ
ん

　

演
題　
「
サ
ン
コ
ン
の
あ
ふ
り

か
物
語
」

〇
主
催　

中
野
市
教
育
委
員
会
、

中
野
市
生
涯
学
習
推
進
会
議

〇
そ
の
他　

講
演
に
は
、
手
話
通

訳
が
付
き
ま
す
。
ま
た
、
託
児

も
あ
り
ま
す
の
で
、
会
場
に
て

お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

（
豊
田
支
所
内
）

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
５
４
３
）

開催
　１９４９年、西
アフリカのギ
ニア共和国生
まれ。１９6９年
コナクリ大学
卒業後、フラ
ンスのソルボ
ン ヌ 大 学 に
国費留学し、
１９７２年にギニ
ア外務省に入省。同年、大使
館開設のため駐日親善大使と
して来日し、８年間大使館に
勤務。１９８４年にギニア外務省
を休職して、再来日。
　現在は、日本ギニア友好協
会広報官・ギニア大使館顧問、
ユニセフなどでの活動のほか、
個人的なボランティア活動や
ＴＶ・ラジオ番組の出演、新
聞・雑誌などの取材・対談、
全国各地で講演活動など、幅
広く活躍中。

オスマン・サンコンさん
プロフィール

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
反
映
し
て
い
く
た
め
、
就
労

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
審
議
す
る
中
野
市
社
会

就
労
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
数　

１
人

○
募
集
期
限　

２
月
３
日
㈮

○
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

○
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有

す
る
１８
歳
以
上
の
方
で
、
平
日

の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出

席
で
き
る
方

○
報
酬
　
あ
り

○
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

（
任
意
様
式
で
も
可
）
に
応
募

動
機
と
「
要
保
護
者
、
障
が
い

児
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て
」

の
考
え
を
４
０
０
字
程
度
に
ま

と
め
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募集

○
選
考
方
法　

提
出
さ
れ
た
書
類

に
基
づ
き
選
考
し
、
結
果
は
、

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
ほ
か
の

審
議
会
な
ど
の
委
員
で
あ
る
方

に
は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
３
‐
０
０
４
２
（
西
条
6４

番
地
）

中
野
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

☎
�
２
９
７
３

フ
ァ
ク
ス
�
２
９
５
８

Ｅ
メ
ー
ル　

shuro-s@
city.nakano.

nagano.jp

中
野
市
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

　

本
年
度
の
優
秀
賞
に
輝
い
た
楽

曲
を
発
表
す
る
「
中
山
晋
平
記
念

音
楽
賞
優
秀
賞
入
選
曲
発
表
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
応
募
総
数
２
６
１

曲
の
中
か
ら
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

８
曲
を
市
内
の
小
学
生
と
音
楽
団

体
が
合
唱
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
で
宮
城
県
仙
台
市

と
大
分
県
竹
田
市
と
の
音
楽
姉
妹

都
市
提
携
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
両
市
の
音
楽

家
を
お
招
き
し
、
公
演
を
行
い
ま

す
。

○
期
日　

１
月
２８
日
㈯

○
時
間　

開
演
：
午
後
０
時
30
分

　
（
開
場
：
正
午
）

○
会
場　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

○
入
場
料　

無
料

○
内
容
　
優
秀
賞
受
賞
者
の
表
彰
、

優
秀
賞
入
選
曲
の
発
表
、
音
楽

姉
妹
都
市
の
音
楽
家
に
よ
る
記

念
公
演

○
記
念
公
演
出
演　

・
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

開催

第
５3
回
中
山
晋
平
記
念
音
楽
賞

優
秀
賞
入
選
曲
発
表
会

　

楽
団
（
仙
台
市
）

・
ソ
プ
ラ
ノ
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト　

　

西に
し

み
ほ
さ
ん
（
竹
田
市
）

問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
９
４
） ▲昨年度の様子

運
営
委
員
会
の
委
員

２０１７．1



　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
よ
る
健
康
の
保
持
増
進

を
図
る
た
め
、
指
定
医
療
機
関
で

の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
時
に
お
け
る

健
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

対
象
者

①
35
歳
か
ら
７４
歳
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
（
た
だ
し
、
脳
お

よ
び
肺
検
査
は
４0
歳
以
上
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
方
（
７5
歳
以
上
の
方

お
よ
び
65
歳
か
ら
７４
歳
で
一
定

の
障
が
い
が
あ
る
方
）

助
成
額

①
日
帰
り　

１
万
９
９
０
０
円

②
一
泊
二
日
　
３
万
３
４
０
０
円

（
北
信
総
合
病
院
で
の
受
診
は
、

一
部
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
助
成

が
あ
り
ま
す
）

※
年
度
内
１
回

限
り
と
し
、

が
ん
ド
ッ
ク

助
成
を
受
け

た
方
は
除
き

ま
す
。

1５ 広報なかの

健康

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
方
へ

健
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　

本
音
楽
祭
は
、
市
民
有
志
の
皆

さ
ん
に
よ
る
手
づ
く
り
の
音
楽
祭

で
す
。

　

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
・
立
案
か
ら
、
当

日
の
運
営
ま
で
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

音
楽
祭
を
よ
り
良
い
も
の
に
す

る
た
め
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。
一
緒
に
「
音
楽

都
市　

信
州
な
か
の
」
を
盛
り
上

げ
ま
し
ょ
う
。

○
募
集
期
限　

１
月
２0
日
㈮

募集

　

右
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
昨

年
の
音
楽
祭
の
様
子
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
ま
た
、
実
行
委
員
会

の
様
子
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
９
４
）

募集

北
部
地
区
・
豊
田
地
域

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校

の
統
合
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
必

要
な
事
項
を
検
討
し
、
調
整
を
図

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
小
学
校
統

合
準
備
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
応
募
資
格

・
平
成
２８
年
１２
月
１
日
現
在
、
市

内
の
北
部
地
区
ま
た
は
豊
田
地

域
に
住
所
を
有
し
居
住
す
る
満

18
歳
以
上
の
方

・
平
日
の
昼
間
や
夕
方
に
開
催
す

る
会
議
に
出
席
で
き
る
方
（
月

１
回
程
度
）

○
募
集
期
限　

１
月
16
日
㈪

　

※
必
着

○
委
員
任
期　

・
北
部
地
区
は
平
成
32
年
３
月
末

ま
で

・
豊
田
地
域
は
平
成
33
年
３
月
末

ま
で

○
応
募
方
法　

教
育
委
員
会
ま
た

は
市
役
所
総
合
窓
口
に
設
置
し

て
あ
る
応
募
用
紙
に
、
必
要
事

項
と
小
論
文
４
０
０
字
程
度
を

記
載
し
、
応
募
先
に
直
接
お
持

ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
市
公
式
ホ
ー
ム

ペー
ジ
（
右
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
９
‐
２
１
９
２
（
豊
津

２
５
０
８
）

学
校
教
育
課
総
務
係
（
豊
田
支
所

内
）

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
５
５
０
）

フ
ァ
ク
ス　

�
３
１
１
７

Ｅ
メ
ー
ル　

gakko@
city.nakano.

nagano.jp

「
信
州
な
か
の
音
楽
祭
」

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

▲市公式ホーム
ペ ー ジ（ 信 州
なかの音楽祭
2016 特設サイ
ト）ＱＲコード

小
学
校
統
合
準
備
委
員
会
の
委
員

▲市公式ホー
ムページＱＲ
コード

２０１７．1

申
し
込
み
・
受
診
方
法

①
指
定
医
療
機
関
へ
受
診
日
な
ど

の
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
市
へ
人
間
ド
ッ
ク
助
成
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
受
診
日
ま
で
に
助
成
券
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
受
診
当
日
に
医

療
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
北
信
総
合
病
院
の
場
合
は
、
受

診
当
日
に
病
院
窓
口
で
助
成
の

申
請
が
で
き
ま
す
の
で
、
市
で

の
事
前
申
請
は
不
要
で
す
。

※
指
定
医
療
機
関
は
、
健
康
・
福

祉
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
が
ん
ド
ッ
ク
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ

検
査
）
を
受
け
る
際
の
費
用
の

一
部
も
助
成
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
０
４
）

健
康
づ
く
り
課
保
健
医
療
推
進
係

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
８
）

地
域
振
興
課
市
民
生
活
係
（
豊
田

支
所
内
）

☎
�
３
１
１
１
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いきいき健康講座健康

日時・会場 演題・講師

糖
尿
病

１月 31 日㈫
午後１時 3０ 分～３時 35 分
中野保健センター

○「打糖！糖尿病！～血糖値少し高めが見直すチャンス！～」
　長野市民病院 内分泌・代謝内科部長  糖尿病・腎センター長 西

に し い

井裕
ゆ た か

氏
○「知っていますか？歯周病と糖尿病の関係性」健康づくり課 歯科衛生士

こ
こ
ろ

２月１日㈬　午前 1０ 時～ 11 時 3０ 分
中野保健センター

○「気持ちの余裕をつくるセルフケア」
　信州大学 学術研究院教育学系　准教授　高

た か は し

橋史
ふ み と

氏

２月 1０ 日㈮　午後２時～３時 3０ 分
中野保健センター

○「色からわかる、自分だけの心のメンテナンス法」
　カラーライフメンタルコーチ 臼

う す い

井美
み き

紀氏
骨
粗
鬆し

ょ
う

症

２月 24 日㈮　午後２時 45 分～４時
中野保健センター

○「皆で考えよう、骨と健康～若い世代から御高齢世代まで～」
　信州大学医学部 整形外科 講師 中

な か む ら

村幸
ゆ き お

男氏

運
動

３月７日㈫
午後２時～４時
中野市民体育館

○「今日からできる！健康長寿のための歩き方・からだづくり」（実技）
　身体教育医学研究所 所長 岡

お か だ

田真
し ん ぺ い

平氏
　※申し込みが必要です。（定員 50 人）
　※動きやすい服装で、上履き・飲み物をご持参ください。

高
血
圧

３月 23 日㈭
午後０時 45 分～２時 3０ 分
中野保健センター

○「中年から超高齢者まで、心腎脳を守る高血圧対策」
　北信総合病院 循環器内科部長 循環器センター長 渡

わ た な べ

辺德
の ぼ る

氏
○「食塩の摂り方を確認してみよう」健康づくり課 保健師・管理栄養士

　市では、自分のため、家族のために知って得する健康情報が盛りだくさんの「いきいき健康講座」を開
催します。受講料は無料で、運動の講座以外は申し込み不要です。皆さんのご参加をお待ちしています。

試験区分 採用予定
人員

受験資格 試験
年齢要件 住所要件 資格要件 方法 期日・会場

嘱託
看護師

若干名
原則、平成29年４
月１日現在で満65
歳に達していない
者

勤務に支障が
ない通勤可能
な範囲である
こと

看護師または准看護師の
資格を有する者

面接試験
２月５日㈰

・
豊田支所

介護員 特になし
（ただし、介護福祉士など
の有資格者は優遇あり）臨時 介護員

問い合わせ・申し込み先　北信広域連合事務局総務係（豊田支所内）　☎（３８）５０５０

○試験申込書の募集期限について、正規職員は２月３日㈮まで、嘱託・臨時職員は１月 ２６ 日㈭までです。
申し込み方法など、詳細については受験案内をご覧ください。

○受験案内および試験申込書は、北信広域連合事務局（豊田支所内）、各組織市町村の役所・役場の窓口、
各老人ホームにあります。また、北信広域連合のホームページからもダウンロードできます。

問い合わせ・申し込み先
健康づくり課健康管理係（中野保健センター内）
☎（２２）２１１１（内線２４２）

（２）嘱託・臨時職員

北信広域連合職員（正規・嘱託・臨時）採用試験
　北信広域連合では、平成２9年度採用予定の正規職員、嘱託職員および臨時職員の採用試験を行います。
　受験を希望される方は、受験案内で受験資格・試験科目などをご確認いただき、所定の試験申込書によ
りお申し込みください。

（１）正規職員
試験の
種類

試験
区分

採用予定
人員

受験資格 試験
年齢要件 資格要件 方法 期日・会場

短大卒
業程度 看護師 若干名 昭和36年４月２日以降に

生まれた者
・日本国籍を有し、短大卒業程度

の学力を有する者
・看護師の資格を有する者（※１）

作文・面接
試験ほか

２月14日㈫
・

中野市役所
（※１）平成 28 年度実施の国家試験で当該資格を取得見込みの者を含む
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問い合わせ・申し込み先　庶務課職員係　☎（２２）２１１１（内線２０９・２１３）

中野市嘱託･臨時職員採用試験

試験方法　面接試験　　　試験期日　２月４日㈯　　　試験会場　市民会館　41号、4２号、44号～47号会議室
募集期限　１月２3日㈪　※郵送での申し込みは、１月２3日㈪必着
受付時間　市役所開庁日の午前８時30分から午後５時15分まで
受験案内および試験申込書　　庶務課、豊田支所地域振興課、中央・北部・西部の各公民館、永田窓口
サービスステーションなどで配布しているほか、市公式ホームページでもご覧いただけます。

（２）臨時職員…6カ月を単位に任用される臨時的任用職員
職　　種 予定人員 勤務予定機関 職務内容

一 般 事 務 員 Ａ

各 職 種

若 干 名

庁内または出先機関など 一般事務（７時間45分）
一般事務員Ｂ（身体障がい者雇用） 庁内または出先機関など 一般事務（７時間45分）
一 般 事 務 員 Ｃ 庁内または出先機関など 一般事務（７時間）
一 般 事 務 員 Ｄ 公民館 一般事務および施設管理業務
施 設 修 繕 管 理 員 保育課 保育所の修繕業務
児 童 ク ラ ブ 児 童 支 援 補 助 員 児童センターまたは放課後児童クラブ 児童健全育成業務
保 育 所 調 理 員 Ａ 保育所 調理業務（６時間）
保 育 所 調 理 員 Ｂ 保育所 調理業務（６時間）※２
保 育 所 調 理 員 Ｃ 保育所 調理業務（３時間）
延 長 担 当 保 育 士 1０人程度 保育所 保育業務　※２
土 曜 日 延 長 担 当 保 育 士

各 職 種

若 干 名

保育所 保育業務
学 校 事 務 員 小・中学校 学校事務
学 校 庁 務 員 小・中学校 学校庁務
学 校 図 書 事 務 員 小学校 学校図書事務
読 書 指 導 員 小学校 読書指導業務
学 校 給 食 セ ン タ ー 調 理 員 学校給食センター 調理業務
図 書 館 事 務 員 図書館および分館 図書館事務

（１）嘱託職員…直接業務を担当し、１年を単位に任用される職員
職　　種 予定人員 勤務予定機関 職務内容

市 税 収 納 員

各 職 種

若 干 名

税務課 市税収納業務
保 健 師 健康福祉部に属する課 保健業務
管 理 栄 養 士 高齢者支援課 栄養指導業務
介 護 支 援 専 門 員 高齢者支援課 介護予防支援業務
高 齢 者 福 祉 相 談 員 高齢者支援課 高齢者福祉事務に関するケースワーカー業務
手 話 通 訳 者 福祉課 手話通訳および障がい者相談業務
就 労 支 援 員 福祉課 生活困窮者の就労支援業務
社会就労センター指導員 中野社会就労センター 指導業務
子育て支援センター支援員 子育て支援センター 子育て支援業務
勤労青少年ホーム指導員 勤労青少年ホーム 指導業務
保 育 所 保 育 士 2０人程度 保育所 保育業務　※１
保 育 所 准 看 護 師

各 職 種

若 干 名

保育所 保育および健康管理業務　※１
保 育 所 調 理 技 師 保育所 調理業務　※１
学校給食センター栄養士Ａ 学校給食センター 学校給食業務（アレルギー食対応職員〉
学校給食センター栄養士Ｂ 学校給食センター 学校給食業務
学校給食センター調理技師 学校給食センター 学校給食業務

　市では、平成２9年度採用予定の嘱託・臨時職員採用試験を行います。受験を希望される方は、受験案内
で受験資格・勤務形態などをご確認いただき、所定の試験申込書によりお申し込みください。

※２　保育所調理員Ｂは毎週土曜日勤務あり、延長担当保育士は毎週ではないが土曜日勤務あり

※１　保育所保育士、保育所准看護師および保育所調理技師は、毎週ではないが土曜日勤務あり

※受験資格など詳細については、受験案内をご覧ください。



18広報なかの２０１7．1

然
の
中
で
働
く
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
農
家
と
交
流
で
き
る

農
業
体
験
は
、
と
て
も
好
評
で
す
。

　
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
と
き
は
必

ず
、
中
野
市
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
楽

し
く
味
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　○
き
っ
か
け

　
市
内
の
農
家
で
協
力
し
合
い
「
都
市
と

農
村
交
流
事
業
実
行
委
員
会
」
と
し
て
、

都
心
に
住
ん
で
い
る
人
に
農
業
体
験
を
提

供
し
て
い
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
が
起

き
、
都
心
で
消
費
者
が
食
品
の
取
り
合
い

を
す
る
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
、
大
き

な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
中

野
市
は
、
物
が
な
く
て
も
落
ち
着
き
が
あ

り
ま
し
た
。
都
心
の
人
た
ち
に
も
中
野
市

の
よ
う
な
場
所
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
い

と
思
っ
た
こ
と
が
大
き
な
き
っ
か
け
で
す
。

○
市
民
の
皆
さ
ん
へ

　
長
野
県
外
で
も
、
中
野
市
の
魅
力
を
い

ろ
ん
な
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

情
熱
を
持
っ
て
、
活
動
し
て
い
る
団
体
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
都
心
か
ら
の
移
住
を
考
え
て
い
る
人
は

多
く
い
ま
す
。
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
側

の
雰
囲
気
を
良
く
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
都
心
と
中

野
市
の
交
流
を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
長
野
県
が
地
域
の
元
気
を
生
み
出
す
事

業
を
支
援
す
る
「
地
域
発
　
元
気
づ
く
り

支
援
金
」
。
こ
の
支
援
金
を
活
用
し
た
事

業
で
平
成
27
年
度
優
良
事
例
と
し
て
中
野

市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
「
県
知
事

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
中
野
市
の
農
家
と
県
外
の
消

費
者
を
結
ぶ
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
Na
‐

ハ
ー
ベ
ス
ト
」
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。

○
活
動
内
容

　
神
奈
川
県
藤
沢
市
に
あ
る
シ
ョ
ッ
プ
を

拠
点
に
中
野
市
の
農
産
物
販
売
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
販
売
は
、
農
産
物
の
ほ
か
に
、
自
分
た

ち
で
中
野
市
の
食
材
を
加
工
し
て
作
っ
た

味
噌
や
お
菓
子
な
ど
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

藤
沢
市
だ
け
で
な
く
、
鎌
倉
市
や
茅
ケ
崎

市
な
ど
で
出
張
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
都

心
に
住
ん
で
い
る
人
に
食
材
を
通
し
て
、

中
野
市
の
魅
力
を
発
信
中
で
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
「
都
心
に
住
ん
で
い
る
方

に
も
中
野
市
の
日
常
を
感
じ
て
も
ら
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
中
野
市
へ
来
て
、
農
業
体

験
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
市
民
登
山
な
ど
の

催
し
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
り
、
都
心
の

会
場
で
ヨ
ガ
や
木
工
体
験
、
お
弁
当
・
加

工
食
品
を
作
る
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
農
業
体
験

の
参
加
者
に
は
、
農
家
に
泊
ま
っ
て
、
自

消
費
者
と
農
家
を
結
ぶ

中野のチカラキラ
リ No.42

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
Ｎａ
‐
ハ
ー
ベ
ス
ト
が
作
る
お
や
つ
セ
ッ

ト
」　

…
２
人

問
題
　
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
た
旧
山
田
家
住
宅
の
建
造
物
の

う
ち
、
最
も
古
い
も
の
は
何
で
し
ょ

う
？
　
　
　
　「
●
●
及
び
●
●
●
」

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

（
住
所
記
載
不
要
）

中
野
市
庶
務
課

 

　
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
世
帯
主

　
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
世
帯
主
名
を
記
入
の
上
、
今

月
の
広
報
で
参
考
に
な
っ
た
記
事
、
今
後

知
り
た
い
情
報
な
ど
を
は
が
き
に
書
い

て
、
次
の
宛
先
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
　
１
月
27
日
㈮
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ
て

　
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先
月
号
の
答
え
　
夜
間
、
車
に
気
付
か
れ

や
す
く
す
る
た
め
に
は
何
を
着
用
す
れ
ば

よ
い
で
し
ょ
う
？
　

　
　
　
　
　
　
　
答
え
・
・
・「
反
射
材
」

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

Facebook
QRコード

Na‐ ハーベスト有限責任事業組合
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No.27

○
自
己
紹
介

　
地
元
農
協
を
定
年
後
、
農
業
を
し
な
が

ら
、
区
の
役
員
を
務
め
た
り
、
趣
味
を
楽

し
ん
だ
り
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
趣
味
は
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、将
棋
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

中
で
も
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
、
７
年
前
に

市
協
会
の
桜
沢
支
部
を
友
人
と
立
ち
上
げ

て
、
Ｎ
Ｂ
Ｓ
杯
や
市
長
杯
な
ど
の
各
種
大

会
で
入
賞
す
る
こ
と
を
目
標
に
仲
間
た
ち

と
一
緒
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
Ｎ

Ｂ
Ｓ
杯
は
入
賞
こ
そ
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
予
選
を
勝
ち
上
が
り
、
テ
レ
ビ
放
映

さ
れ
る
本
選
に
出
場
で
き
ま
し
た
。
次
は

入
賞
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。
目

標
が
あ
る
と
生
き
る
張
り
合
い
が
で
き

て
、
日
常
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
の
将
棋
ク
ラ
ブ
に
講
師

と
し
て
呼
ん
で

い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
児
童
た

ち
に
は
将
棋
の

技
術
だ
け
で
な

く
、
将
棋
を
通

じ
て
、
礼
儀
や

相
手
の
立
場
に

な
っ
て
考
え
る

こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、１0
人
目
の
孫
が
誕
生
し
ま
し
た
。

孫
た
ち
の
成
長
を
見
守
る
た
め
に
も
、
健

康
長
寿
を
テ
ー
マ
に
日
々
頑
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

　○
元
気
の
秘
訣

　
年
を
重
ね
て
も
常
に
好
奇
心
を
持
ち
続

け
、
時
に
は
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

そ
の
中
で
、
仲
間
づ
く
り
が
で
き
た
り
、

脳
が
活
性
化
し
た
り
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を

３
食
し
っ
か
り
と
食
べ
て
、
間
食
を
し
な

い
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　○
お
ら
ほ
の
自
慢

　
市
の
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

釜か
ま
あ
げ上
地
蔵
尊
が
あ
る
場
所
は
、
４
月
に

桜
、
６
月
に
ア
ジ
サ
イ
が
き
れ
い
に
咲
き

ま
す
。
ま
た
、
毎
年
９
月
24
日
は
縁
日
で

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
参
詣
が
て
ら
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

藤
ふ じ ま き

牧　万
ま ん ぞ う

三 （桜沢）

市
民
リ
レ
ー
元
気
の
輪

 さん

健
康
長
寿
の
ま
ち 

中
野
市

土つ

ち

や屋
和か

ず

こ子
さ
ん

か
ら
の
ご
紹
介

▲将棋を教える藤牧さん

　中野市防火管理協議会（会長・市
い ち む ら

村清
せ い じ

二）は、防火意識の向上を目的として、市内の小中学
生を対象に標語入り防火ポスターを募集しました。応募があった2６4点を審査し、昨年１１月、
秋の火災予防期間中に中野消防署において入賞者の表彰を行いました。

防火ポスター入選作品紹介

問い合わせ先　岳南広域消防組合中野消防署予防係　☎（22）3386

最優秀賞作品

小学生 5・6年生の部

矢
や じ ま

島　亘
わたる

（平成29年中野市防火管理協
議会防火カレンダー掲載作品）

小学生４年生以下の部

山
や ま ぐ ち

口　雄
ゆ う だ い

大
中学生の部

只
た だ さ

左　亜
あ ら ん

蘭 中
な か む ら

村　冬
ふ ゆ か

結花
中学生の部

【中学生の部】
優秀賞　藤

ふ じ い

井妃
ひ な み

菜美、井
い で

出龍
り ゅ う の す け

之介
佳　作　小

こ じ ま

嶋響
ひびき

、原
は ら だ

田咲
さ お

央、戸
と し ま

島和
の ど か

花
　　　　小

こ い ず み

泉晴
は る か

花、吉
よ し お か

岡廉
れ ん た

太

【小学生４年生以下の部】 【小学生 5・6年生の部】
優秀賞　山

や ま だ

田優
ゆ う た

汰、藤
ふ じ さ わ

澤唯
ゆ い な

那
佳　作　小

こ い ず み

泉嘉
か の ん

音、町
ま ち だ

田さくら、長
な が は り

張百
も も か

花
　　　　湯

ゆ も と

本愛
あ い な

菜、小
こ ば や し

林鈴
す ず

々

優秀賞　加
か と う

藤玲
れ な

那、渡
わ た な べ

邉人
と は

羽
佳　作　髙

た か の

野琴
こ と こ

子、樰
た ら さ わ

澤拓
た く や

也
　　　　小

こ ば や し

林舞
ま い か

香、宮
み や ざ き

﨑珠
しゅり

（敬称略）

（敬称略） （敬称略） （敬称略）



	

　市内在住の小学校就学前のお子さんを
募集します。（先着４人まで掲載）
　①お名前（ふりがな）②生年月日③性
別④応募者のお名前⑤住所⑥電話番号⑦
メッセージ（３０ 字まで）を明記し、写真
データを添付の上、1月 2０ 日㈮までに
Eメールなどでご応募ください。

  問い合わせ・応募先　
〒３８３―８６1４（住所記載不要）
庶務課秘書広報係
☎（２２）２111（内線２1２）
Ｅメール　koho@city.nakano.nagano.jp

わが家の
☆アイドル☆

笑顔たくさん、いっぱい遊んで
元気に大きくなーれ‼

割
わ り た

田　一
い ち か

華ちゃん（1歳）

１・２月の行事予定

子育て支援センター健康メモ活き
　生き！

 健康づくり課 ( 中野保健
センター内 )

 ☎（２２）２111（ 内線 ２4２）

　子育て支援センターでは、０歳から就学前までのお

子さんを対象に、毎月楽しい行事を行っています。

20２０１7．1 広報なかの

糖尿病予防は「歯の健康」から

施 設 名 日　時 行　事

北部子育て
支援センター
（さくらんぼ）

１月12日㈭
午前 11 時～

「さくらんぼ広場」
お部屋でミニミニ運動会！

２月８日㈬
午前 11 時～

「さくらんぼ広場」
雪だるまを作ろう！

中央子育て
支援センター
（りんごっこ）

１月26日㈭
午前 10 時 30 分～

「ちびっこ広場」
新保構造改善センター集合！

２月10日㈮
午後 ２ 時 ～

「リトミック」
講師：小

こ ば や し

林寿
す み

美さん

豊田子育て
支援センター
（うさぎっ子）

１月20日㈮
午後 ２ 時 ～

「ふたごちゃん集まれ」
双子のママたちでお話し会

２月４日㈯
午後 ２ 時 ～

「パパ講座」
変身お料理教室（要予約）

これからも元気に成長してね♬

阿
あ べ

部　羚
れ い た

汰くん（11 カ月）

※この他にもさまざまな行事や相談会を行っ
ています。詳しくは、市公式ホームページ
（右記ＱＲコード ) をご覧いただくか、各子
育て支援センターへお問い合わせください。

開館時間　午前８時 ３０ 分～午後５時（共通）
問い合わせ先
さくらんぼ　　㊡日・月・祝日
　☎（２２）６６２２　※FAX兼用
りんごっこ　　㊡日・火・祝日
　☎（２２）２２５９　※FAX兼用
うさぎっ子　　㊡日・水・祝日
　☎（３８）1６３８　FAX（３８）３11４

▲ＱＲコード

初めてのおすわり♪できるこ
とがどんどん増えていくね‼

高
たか と お

遠　華
か こ

子ちゃん（７カ月）

１歳おめでとう！これからも
笑顔ですくすく育ってね♡

小
こば や し

林　修
ひさ の り

徳くん（1歳）

　糖尿病予防の基本は「食事」と「運動」ですが、
「食事」を支える「歯の健康」にも注意しましょ
う。
　歯が少なくなると、あまり噛まなくとも食べ
られる軟らかな食品をとることが多くなりま
す。軟らかな食品には、ブドウ糖やショ糖など、
吸収の早い糖質が多く含まれるため、血糖値を
急激に上げる危険性があります。
　一方、噛みごたえのある食品は、脂質や糖質
の量は少なめで、食物繊維が多く含まれます。
そのため、栄養をゆっくり吸収し、血糖値を上
げる危険性が少ないといわれています。

　歯を失う原因の 90％がむし歯と歯周病
です。特に 50 歳代以降では、歯周病が悪
化して歯を失うことが多く、高齢期の食生
活に大きな支障をきたします。

歯周病を予防し、しっかり噛んで
　　　　　　　バランス良く食べましょう

セルフチェックで早めの対策

健康な歯肉 歯周病の歯肉

薄いピンクで
引き締まっている

丸みを帯びて
膨らんでいる
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◦健康づくり課(中 野 保 健センター内) 　☎22-2111(内線242・368）

◦休日緊急診療所(中 野 保 健センター内) ☎23-2255保健だより
講座・相談予防接種など

電話健康相談所　　☎2３ ‐ ０３００　　午前８時 30 分～午後5時 15 分 （ 土・日・祝日、年末年始を除く ）
女性相談　　　　　☎2３ ‐ 481０　　午前９時～午後5時 （土・日・祝日、年末年始を除く ）
子ども電話相談　　☎2３ ‐ ３191　　午前８時 30 分～午後5時 15 分 （ 土・日・祝日、年末年始を除く ）
長野県小児救急電話相談　☎♯8０００　　午後７時～ 11 時
長野県児童虐待・DV24 時間ホットライン　　☎０26‐219‐241３

健（検）診など

受付時間／午後０時45分～1時３0分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、予診票

受付時間／午後０時45分～1時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、おたずね票、
　　　　オムツ、バスタオル

健診名 健 診 日 対象生年月
３ か 月
児 健 診1月24日㈫ 28年９月生

７ か 月
児　健			診 1月25日㈬ 28年５月生

1歳６か月
児　健	 	診 1月27日㈮ 27年６月生

２歳児健診 1月2３日㈪ 26年12月生

３歳児健診 1月26日㈭ 25年12月生

※都合がつかない場合は、翌月お出
掛けください。

乳幼児健康診査日　程

※３日前までに予約が必要です。
※対象・接種間隔など詳しくは健康
　カレンダーをご確認ください。

こころの健康相談
　イライラ・不眠など、心に関する
さまざまな相談に個別で応じます。
相談は無料で、予約制です。
　秘密は固くお守りします。お気軽
にご利用ください。
期日／1月1３日㈮
時間／午後２時～４時
相談担当者／こころの専門医
会場／中野保健センター
対象者／悩みを持つ本人、家族など
※希望者は相談日の２日前までに健
康づくり課へお申し込みください。

歯のクリーニングをしましょう

マタニティクラス

会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳

期日・時間 内容 

1月12日㈭
午前９時３０分
～11時３０分

妊娠・分娩の経過と起こ
りやすい異常、妊産婦の
健康・栄養（試食あり）、お
父さんの妊婦体験、個別
相談

２月３日㈮
午後1時
～３時３０分

母子の歯の健康（歯科医
師・歯科衛生士のお話）、
母乳栄養と乳房管理、お
父さんの妊婦体験、個別
相談　※歯ブラシ持参

※３日前までに予約が必要です。
※ご家族の方も一緒にご参加くだ
さい。

期日／２月２日㈭
時間／午後２時～３時 ３０分
会場／市民会館　ホワイエ
持ち物／献血カードまたは運転免許
　　　　証など本人確認ができるも
　　　　の

献血のお知らせ

育　児　教　室

小児救急電話相談「＃8000」
　子どもの夜間の急な病気や、けが
の相談に看護師などが応じます。
※＃８０００でつながらない場合は、
　☎０２６３（３４）８０００へご
　相談ください。
※相談日時　毎日午後７時～11時

会場／中野保健センター
期日・時間 対象児・内容

1月18日㈬
午後1時15分
～３時 ３０ 分

8～10か月児
赤ちゃんの歯の健康（歯
科医師・歯科衛生士の
お話）、離乳食の話、試
食（保護者のみ）

1月2０日㈮
午前 1０ 時
～ 11 時 ３０ 分

4～6か月児
赤ちゃん体操★親子でス
キンシップ、離乳食の話、
試食（保護者のみ）

※３日前までに予約が必要です。

ワクチン名 日程 予約先

Ｂ Ｃ Ｇ 1月11日㈬

健康づくり課
母子保健係

水 痘 1月1３日㈮

ヒ ブ

1月1０日㈫
２月1０日㈮

小 児 用
肺 炎 球 菌

四 種 混 合

Ｂ 型 肝 炎 1月2０日㈮

　歯科医院のクリーニングでは、歯
周病治療の一環として歯石除去を
行います。歯磨きで落としきれな
かった歯垢の除去と歯石の再付着や
虫歯、歯周病の予防にも効果的で
す。また、着色汚れやタバコのヤニ
の除去にもなります。私たちの口内
環境のため
に「半年に1
回」か「1年
に 1 回 」 の
ペースで定期
的にクリー
ニングを受
けましょう。
協力／中高歯
科医師会



　昨年 11 月 27 日、市民会館ホールにおいて「中野市消防団音楽隊　第 10 回定期演奏会」が開催されました。
　当日は、消防団音楽隊が中野平中学校吹奏楽部や平野小学校合唱団と合同演奏したほか、女性消防団員
による火災予防寸劇など、さまざまな企画が行われました。
　火災予防寸劇「太郎の火の用心ものがたり」では、音楽隊の演奏に合わせて、いろいろな昔話のキャラ
クターが登場し、観客の皆さんへコミカルに火災予防の大切さを伝えました。

中野市消防団音楽隊　定期演奏会

街の話題やイベントを紹介します

22

　昨年12月10 ・ 11日、茨城県の北茨城市大津漁港
よう・そろーにおいて「りんご産地直売会」を開
催しました。この直売会は、中野市産のリンゴや
ラ・フランス、キノコ、加工品を姉妹都市の北茨
城市で販売するものです。
　当日は、販売開始前からお客さんが訪れ、行列
を作っていました。リンゴを購入された方からは

「毎年、この直売会で買うリンゴを楽しみにして
いる」などの好評をいただきました。

北茨城市　りんご産地直売会高野辰之記念祭

２０１7.1 広報なかの

　昨年 12 月 11 日、高野辰之記念館において「高
野辰之生誕 140 周年記念　高野辰之記念祭」を開
催しました。
　当日は「未踏の分野に敢然と挑んだ高野辰之博
士」と題して、音楽史・歌謡史研究者の船

ふ な さ き

﨑安
や す お

夫
さんが講演会を行いました。また、コーラスグルー
プのコーロ・エテルナによるコンサートも行われ、
最後には、唱歌「故郷」を参加者全員で合唱し、
高野辰之博士の功績をたたえました。



　昨年 12 月４日、市民体育館において、「ガキ大
将フェスティバル」を開催しました。
　当日は、地区対抗綱引きが男子5チーム、女子
3チームで行われました。会場内は、選手たちの
友人や先生、保護者の皆さんの熱のこもった応援
や掛け声が響き、声援を受けた選手たちは、仲間
と呼吸を合わせて力いっぱいに綱を引いていまし
た。なお、男子の部は延徳地区育成会、女子の部
は倭地区育成会が優勝を飾りました。

ガキ大将フェスティバル

まちかどトピックス

t
ツ ペ ラ

upera　t
ツ ペ ラ

upera　絵本ライブ
　昨年 12 月 10 日、市立図書館において「tupera　tupera 絵本ライブ」を開催しました。
　当日は、絵本や舞台美術などの幅広い分野で活躍する芸術家ユニット『tupera tupera』の亀

か め や ま

山達
た つ や

矢さん
が 11 冊の絵本の読み聞かせや絵本創作秘話の披露、切り絵の実演などを行いました。亀山さんは、訪れ
た小さい子ども連れのお父さんや、図書館司書とパート分けをして絵本の読み聞かせをするなど、ユーモ
アをたくさんに交えて、会場の皆さんを絵本の世界に引き込みました。
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　昨年 11 月 27 日、中山晋平記念館において、晋
平忌実行委員会主催による「第 32 回晋平忌」が
開催されました。
　当日は、献花や黙とう、哀悼歌「故中山晋平氏
に捧ぐ」の全員合唱などが行われ、晋平先生をし
のびました。また、コンサートでは、晋平先生が
作曲した数々の名作を各音楽団体が演奏し、最後
には「晋平さんのふるさと」を会場に訪れた皆さ
ん全員で合唱しました。

晋平忌

２０１7.1広報なかの



市役所　☎ 0269（22）2111 ファクス 0269（26）0349　　豊田支所　☎ 0269（38）3111

広報なかの 2４

強引な布団の訪問販売に注意
事例　突然自宅を訪問してきた女性が「布団を見せ
てほしい」と言い、布団を見た直後に「汚れているし、
身体にも悪いので、新しく布団を購入した方が良い」
としつこく勧めてきた。数時間後、男性と一緒に羽毛
布団を持ってきた。断っても「ひと月１万円の支払い
だから大丈夫」などと勧誘され、根負けして承諾して
しまった。クレジット会社の書類を書くときに初めて総
額が40万円と高額であることを知ったので解約したい。
アドバイス 強引に高額な契約をさせられる布団
の訪問販売の相談が後を絶ちません。一人では対
応せず、家族や近所の人など周囲の人に同席しても
らいましょう。周囲の人は高齢者の家に不審な訪問
者が来ていないか、家の中に不要な品物や契約書
がないかなど、日ごろから気を配りましょう。少しでも
疑問を感じたら、下記へご相談ください。

消費者トラブル と 解決法消費生活
相談

75

▼
募
集

申

対
象
事
業
　
自
ら
の
知
恵
と
工
夫
に
よ

り
、
自
主
的
・
主
体
的
に
取
り
組
む
地
域

の
元
気
を
生
み
出
す
モ
デ
ル
的
で
発
展
性

の
あ
る
事
業
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
業

①
地
域
協
働
の
推
進

②
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
充
実

③
教
育
、
文
化
の
振
興

④
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り

⑤
環
境
保
全
、
景
観
形
成

⑥
産
業
振
興
、
雇
用
拡
大

地
域
発
　
元
気
づ
く
り
支
援
金

活
用
事
業
を
募
集
し
て
い
ま
す

政
策
情
報
課
政
策
推
進
係（
内
線
216
）

北
信
地
方
事
務
所
地
域
政
策
課

☎
�
０
２
０
１

問

市
営
住
宅
・
若
者
住
宅

入
居
者
募
集

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係（
内
線
273
）

問
申

　
現
在
の
空
き
住
宅
と
、
２
月
か
ら
４
月

ま
で
に
明
け
渡
し
が
あ
っ
た
場
合
に
備

え
、
補
充
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
す
る
住
宅
　
東
山
（
第
１
・
第
２
）、

泉
、
長
元
坊
、
小
田
中
、
城
下
の
各
市
営

住
宅
お
よ
び
若
者
住
宅
（
城
下
団
地
は
現

在
空
き
住
宅
は
あ
り
ま
せ
ん
）

募
集
期
限
　
１
月
18
日
㈬

選
考
方
法
　
公
開
抽
選
に
よ
り
順
位
を
決
定

抽
選
日
時
　
１
月
31
日
㈫
　
午
後
１
時
30
分

抽
選
会
場
　
市
民
会
館
4５
号
会
議
室

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら

学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
教
養
を
深

め
た
い
な
ど
多
様
な
目
的
で
広
い
世

代
、
職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。
幅
広

い
分
野
か
ら
学
べ
る
と
と
も
に
、
興
味
の

あ
る
１
科
目
だ
け
を
選
ん
で
学
ぶ
こ
と
も

で
き
ま
す
。

出
願
期
限
　
３
月
20
日
㈪

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

４
月
入
学
生
募
集

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
６
�
２
３
３
２

問
申

⑦
市
町
村
合
併
に
伴
う
地
域
連
携
の
推
進

⑧
そ
の
他（
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
事
業
）

対
象
団
体
　
公
共
的
団
体
な
ど
（
地
域
づ

く
り
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
協
議

会
、
自
治
会
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
）

支
援
金
の
交
付
額

①
ハ
ー
ド
事
業
（
道
路
、
水
路
、
建
物
な

ど
の
建
設
ま
た
は
改
修
、
１
件
10
万

円
以
上
の
備
品
取
得
な
ど
）
…
３
分

の
２
以
内

②
ソ
フ
ト
事
業
…
４
分
の
３
以
内

補
助
金
の
下
限
額
　
30
万
円

募
集
期
限
　
２
月
１
日
㈬

事
前
相
談
会
（
要
予
約
）

日
時
　
１
月
20
日
㈮
　
午
前
９
時

会
場
　
市
役
所
３
階
　
第
２
委
員
会
室

市民課生活交通安全係（内線238）申問

　市民の皆さんの不用品・必要品を掲載しています。
　掲載期間は半年間で、希望により再掲載も可能です。

　　　　　プラスチックペットキャリー／学習机
／洋たんす／水槽
譲ります

譲ってください　　　　　　　　　ミシン／小型耕運機／ジュニアシ
ート／液晶テレビ／ノートパソコン／木製ままご
と・キッチンセット／電子ピアノ／ダブルベッド

リサイクルかわらばん 12月22日現在

期
間
　
３
月
2６
日
㈰
～
４
月
１
日
㈯

内
容
　
在
日
外
国
人
小
学
生
と
の
交
流
な
ど

会
場
　
鹿
児
島
県
与
論
町
（
ヨ
ロ
ン
島
）

対
象
　
小
学
２
～
６
年
生

参
加
費
　
1５
万
１
千
円
（
長
野
駅
発
）

応
募
締
切
　
３
月
６
日
㈪

※
説
明
会
の
開
催
や
資
料
請
求
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
際
交
流
・
野
外
活
動
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
募
集

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

問
申

問い合わせ・消費生活相談窓口
市民課生活交通安全係（内線238）
長野県北信消費生活センター　☎026(223）6777
消費者ホットライン　☎１

い や や
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暮 ら し の 情 報 掲 示 板

2５ 広報なかの

問市立図書館　☎(26）584１

新着
図書
情報

今
月
の

　今月の新着図書の一部を
紹介します。

日本の健康を支える長寿日本一信州の食企業１３
社（第一企画）／謎の毒親（姫野カオルコ）／
炎罪（鏑木蓮）／僕と「うつ」の２人３脚（福
田仁）／本を読むときに何が起きているのか
（ピーター・メンデルサンド）／忘れじの温
泉電車（池口英司）／金魚はすごい（吉田信
行）／コーヒーゼリーの時間（木村衣有子）
／誰も知らない世界のことわざ（エラ・フラン
シス・サンダース）／大統領の演説（パトリッ
ク・ハーラン）／知られざる天皇明仁（橋本
明）／教養は「事典」で磨け（成毛眞）

著／大野らふ、中村圭子
河出書房新社
谷崎文学をもっと愉しむ
ために。春琴、幸子、雪
子、妙子、ナオミ、汲子
…。谷崎文学のヒロイン

を当時の資料に沿って再現！アンティーク
着物と挿絵の奇跡のコラボレーション！！

谷崎潤一郎文学の着物
を見る

旬野菜のちから
－薬膳の知恵から－

著／タナカトウコ
叢文社

　カラダが喜ぶ旬野菜
の効果的な食べ方ありま
す！

　大集結！！日本の警察車両
  上映日時　1月1５日㈰　午後２時～
　蒼天の夢-松陰と晋作・新世紀の挑戦-
  上映日時　２月１日㈬　午前10時～
 会場　図書館２階ＡＶホール(入場無料）

ビデオ上映会　としょかん★プチキネマ

　
透
明
な
瓶
の
中
に
コ
ケ
や
植
物
を
寄
せ

植
え
し
て
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
テ
リ
ア
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

開
催
日
　
２
月
24
日
㈮

時
間
　
午
後
７
時
～
８
時

講
師
　
畦あ

ぜ
が
み上
み
す
ず
さ
ん

参
加
料
　
教
材
費
と
し
て
７
０
０
円

対
象
者
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
女
性

（
学
生
は
除
く
）

定
員
　
1６
人

申
込
期
限
　
２
月
９
日
㈭

働
く
婦
人
の
家

講
座
受
講
生
募
集

働
く
婦
人
の
家　

☎
�
２
９
７
４（
午
後
１
時
１５
分
～
）

問
申

申
ハ
ク
ビ
シ
ン
捕
獲
用
わ
な

講
習
会農

政
課
耕
地
林
務
係（
内
線
2５1
）

問
　
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
よ
る
農
作
物
被
害
な
ど

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
勤
労
青
少
年

の
た
め
の
各
種
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
座
受
講
生
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
�
２
８
０
１（
午
後
１
時
１５
分
～
）

問
申

▼
講
座
・
講
習
会

を
受
け
、
自
ら
の
建
物
や
敷
地
な
ど
に
わ

な
を
設
置
し
、
捕
獲
を
検
討
さ
れ
る
方
を

対
象
と
し
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
　

　
本
講
習
を
受
講
し
、
考
査
問
題
を
一
定

水
準
以
上
正
解
さ
れ
た
方
は
、
通
常
必
要

と
な
る
狩
猟
免
許
が
な
く
て
も
ハ
ク
ビ
シ

ン
の
捕
獲
許
可
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

開
催
日
　
２
月
11
日
㈯

テ
キ
ス
ト
代
　
８
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
期
限
　
２
月
１
日
㈬

※
各
回
の
講
習
内
容
は
同
じ
で
す
。

※
わ
な
を
設
置
で
き
る
土
地
に
つ
い
て
は

一
定
の
条
件
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
ラ
テ
・
ア
ー
ト
講
座

　
コ
ー
ヒ
ー
に
ミ
ル
ク
で
好
き
な
絵
を
描

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
　
２
月
１
日
㈬

時
間
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

講
師
　
荒あ

ら

い井
章あ

き

こ子
さ
ん

教
材
費
　
５
０
０
円

申
込
期
限
　
１
月
23
日
㈪

●
バ
ラ
と
レ
ー
ス
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク

講
座

　
写
真
（
ペ
ッ
ト
、
風
景
、
人
物
な
ど
）

を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
友
達
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
喜
ば
れ
ま

す
。
当
ホ
ー
ム
に
見
本
が
あ
り
ま
す
。

期
日
　
２
月
10
日
㈮

時
間
　
午
後
７
時
～
９
時

講
師
　
西に

し
や
ま山

留る

み美
さ
ん

教
材
費
　
８
０
０
円

申
込
期
限
　
１
月
30
日
㈪

定
員
　
各
６
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

※
今
年
度
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
に
は
、

利
用
者
の
会
の
会
費
５
０
０
円
の
負

担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

開
催
時
間

会
　
場

午
前
９
時
30
分
～
市
民
会
館
45
号

午
後
１
時
30
分
～
豊
田
支
所
大
会
議
室
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市役所　☎ 0269（22）2111 ファクス 0269（26）0349　　豊田支所　☎ 0269（38）3111

広報なかの 26

▼展示
市立博物館

㊡火曜日
☎ 22-2005

・西沢今朝夷水彩画展「ふるさとの記憶」
・大西浩次「星景写真展」

中野陣屋・
県庁記念館
㊡火曜日
☎ 23-2718

・小林静男写真展「北信濃風景物語Ⅱ」
　１月 16 日㈪まで
・中野西高等学校美術・書道展 2017
　１月 1９ 日㈭～ ３０ 日㈪まで

販
売
日
　
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

時
間
　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時

場
所
　
平
岡
処
理
場(

ナ
ピ
ア
平
岡)

価
格
　
１
袋(

1５
㌔
）
２
５
０
円

※
現
在
、
在
庫
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
数
量
に
達
し
次
第
販
売
を
終
了

し
ま
す
。

汚
泥
発
酵
肥
料
「
未み

ど

り

土
利
」

上
下
水
道
課
下
水
道
係
（
内
線
283
）

問

　
帯
の
瀬
ハ
イ
ツ
で
は
、
毎
月
１
回
「
帯

の
瀬
の
日
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

１
月
か
ら
３
月
の
ご
案
内

時
間
　
午
前
1０
時
～
午
後
３
時

持
ち
物
　
昼
食
、
入
浴
道
具

予
約
　
３
日
前
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

期
日

イ
ベ
ン
ト

季
節
の
風
呂

１
月
２6
日
㈭
太
鼓
演
奏

み
か
ん
の
湯

２
月
２6
日
㈰
歌
謡
・

舞
踊
鑑
賞

り
ん
ご
の
湯

３
月
２6
日
㈰
オ
カ
リ
ナ
演
奏
潤
い
の
湯

帯
の
瀬
の
日

帯
の
瀬
ハ
イ
ツ　

☎
�
６
２
１
０

問
申

▼
ス
ポ
ー
ツ

　次回申込期限　１月３1日㈫
　広報なかの掲載号　３月号から
　詳しくは市公式ホームページをご覧ください。
　　　 http://www.city.nakano.nagano.jp/docs/2014070100049/
　問　庶務課秘書広報係（内線400）
～ 暮らしに役立つ広告を お待ちしています ～

「　広 報 な か の　」
広 告 募 集 中 ！

競
技
種
目
　
大
回
転

競
技
区
分
　
全
1３
区
分

①
小
学
校
低
学
年
女
子（
１
・
２
年
生
）

②
同
男
子
③
小
学
校
中
学
年
女
子（
３
・

４
年
生
）④
同
男
子
⑤
小
学
校
高
学
年
女

子（
５
・
６
年
生
）⑥
同
男
子
⑦
中
学
生
女

子
⑧
同
男
子
⑨
一
般
女
子（
中
学
校
卒
業

以
上
）⑩
青
年
男
子（
中
学
校
卒
業
以
上
３０

歳
未
満
）⑪
成
年
男
子（
３０
歳
以
上
4５
歳
未

満
）⑫
壮
年
男
子
１
部（
4５
歳
以
上
6０
歳
未

満
）⑬
壮
年
男
子
２
部（
6０
歳
以
上
）

※
年
齢
は
平
成
２９
年
１
月
３1
日
を
基
準

参
加
料
　
大
人
　
２
０
０
０
円
、
中
学
生

１
５
０
０
円
、
小
学
生
　
１
０
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
込
、
リ
フ
ト
代
別
）

申
込
期
限
　
１
月
２1
日
㈯

申
込
方
法
　
中
野
市
体
育
協
会
（
市
民
体

育
館
内
）
ま
た
は
マ
ツ
ヤ
ス
ポ
ー
ツ
へ
参

加
料
を
添
え
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日
　
２
月
1２
日
㈰

会
場
　
木
島
平
ス
キ
ー
場
（
現
地
集
合
）

時
間
　
受
付
…
午
前
８
時
1５
分

　
　
　
開
会
式
…
午
前
９
時

参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は

在
学
の
方

市
民
ス
キ
ー
大
会
参
加
者
募
集

中
野
市
体
育
協
会　
☎
�
３
５
７
２

問
申 申

期
日
　
２
月
1９
日
㈰

時
間
　
午
前
８
時
３０
分

会
場
　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

種
目
　
①
一
般
男
子
の
部
（
高
校
生
以

上
）
②
一
般
女
子
の
部
（
高
校
生
以
上
）

③
子
ど
も
の
部
（
小
・
中
学
生
で
男
女
問

わ
ず
、
平
成
２8
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢

合
計
が
6５
歳
以
内
と
し
ま
す
）

チ
ー
ム
編
成
　
選
手
６
人
・
交
代
要
員
２

人
以
内
と
し
ま
す
。
１
人
で
２
チ
ー
ム
以

上
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

申
込
期
限
　
２
月
３
日
㈮
　
午
後
５
時

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
会
長
杯

綱
引
き
大
会
参
加
者
募
集

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
（
内
線
364
）

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　
☎
�
３
８
０
０

市
民
体
育
館　

☎
�
３
５
７
２

問

▼
お
知
ら
せ

　
障
が
い
者
就
労
施
設
・
事
業
所
の
利
用

者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
自
主
製
作
製
品
の
展

示
即
売
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
日
　
２
月
２０
日
㈪
・
２1
日
㈫

販
売
時
間
　
午
前
1０
時
～
午
後
７
時
（
２1

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場
　
な
が
の
東
急
百
貨
店
別
館
シ
ェ
ル

シ
ェ
５
階
ホ
ー
ル

即
売
品
　
手
芸
品
、
縫
製
品
、
食
品
、
イ

ン
テ
リ
ア
、
園
芸
品
（
野
菜
・
花
）
な
ど

ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
バ
ザ
ー
ル
in
長
野

（
特
非
）長
野
県
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
協
議
会

☎
０
２
６
（
２
９
１
）
８
２
８
０

問
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27 広報なかの

年金 現金・クレジットカード納付でも
２年前納できるようになります

　長野北年金事務所　☎026(244)4100　
　市民課国民年金係（内線237）

一般的な相談は「ねんきんダイヤル」　☎0570(05)1165
平日午前8時30分～午後5時15分

　平成２９年４月から、国民年金保険料は口座振替に
加えて現金・クレジットカード納付についても、割引
額が大きい２年前納ができるようになります。
〇現金（納付書）による前納
　任意の月から翌年度末までの前納ができるようにな
ります。最大で４月分から翌々年３月分までの２年分
の前納が可能になります。
〇クレジットカードによる前納
　現在の口座振替による２年前納と同じく、４月分か
ら翌々年３月分までの保険料を４月末に納付できるよ
うになります。
※現金・クレジットカードによる２年前納の申し込み
受付開始は今月からできます。詳しくはお問い合わ
せください。

ご寄付ありがとうございました
中野市立図書館利用団体ともの会
現金　２５，５５1円
市立図書館の図書充実のため

勝山正美　様　
自然石道標　２カ所
北信斎場たびだちの森の案内表示のため

問　庶務課秘書広報係（内線400）申

各種相談日程　 期日・時間・会場 問い合わせ先

子ども相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３０分～午後５時1５分
会場　市役所子ども相談室 子ども相談室（内線２78）

保健師の子育て相談 期日　１月２7日㈮　時間　午前1０時～11時
会場 りんごっこ(中央子育て支援センター)

中央子育て支援センター
☎（22）2259

定期健康相談 ①期日　毎週水曜日　時間　午前1０時～11時３０分　会場　中野保健センター
②期日　毎月第１木曜日　時間　午前1０時～11時３０分　会場　豊田保健センター

健康づくり課健康管理係
（内線２4２）

高齢者の方のための総合相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３０分～午後５時1５分
会場　中野保健センター

高齢者支援課介護予防
包括支援係（内線３66）

行政相談 期日　1月1０日㈫、２月1０日㈮　時間・会場　①午前９時～11時　豊田支所相
談室　②午後２時～４時　市民会館44号会議室

庶務課庶務文書係
（内線２11）

消費生活相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３０分～午後５時1５分
会場　市役所市民課生活交通安全係

市民課生活交通安全係
（内線２３8）

女性相談　面接は予約制 期日　毎週月～金曜日(祝日を除く)　時間　午前８時３０分～午後５時1５分
会場　中野人権センター

人権・男女共同参画課
☎（23）4810(専用電話)

生活就労支援相談 期日　毎週月～金曜日(祝日を除く)　時間　午前８時３０分～午後５時1５分
会場　市役所福祉課厚生保護係

福祉課厚生保護係
（内線２76）

身体障がい者相談所　　　予約制 期日　毎月第１・３水曜日　時間　午後２時～４時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

福祉相談・ボランティア相談、
結婚相談　予約制

期日　毎週月～金曜日　時間　午前９時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

心配ごと相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午後１時３０分～４時３０分
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

法律相談　予約制 期日　毎月第１・３月曜日(月曜休日の場合は翌火曜日)
時間　午後１時３０分～３時３０分　会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

職業相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３０分～午後５時
会場　中野市地域職業相談室(南宮庁舎)

中野市地域職業相談室
☎（23）4710

交通事故巡回相談 期日　1月1９日㈭　時間　午前1０時～午後３時　(隔月第３木曜日開催)
会場　北信合同庁舎

北信地方事務所
☎（22）3111

権利擁護相談　成年後見制度含む 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３０分～午後５時1５分
会場　北信建設事務所　中野庁舎３階

北信圏域権利擁護センター
☎（26）2266

　広
報
な
か
の
1２
月
号
に
折
り
込
み
の

「
民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
」
の
チ
ラ
シ
に
つ
い

て
変
更
と
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ

び
し
、
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
　
変
　
更
　
》

（
変
更
前
）
西
町
　
髙
野
　
淳
子
さ
ん

（
変
更
後
）
西
町　
深ふ

か

み見　
幸ゆ

き

こ子
さ
ん

《
　
訂
　
正
　
》

（
誤
）
東
町
　
山
本
　
勝
宜
さ
ん

（
正
）
東
町　
山や

ま
も
と本　

勝か
つ
の
ぶ宣

さ
ん

お
わ
び
と
訂
正
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倭小学校　６年山
や ま も と

本　果
か ほ

歩さん

　
私
の
夢
は
、
看
護
師
の
め
ん

許
を
と
っ
て
助
産
師
に
な
る
こ

と
で
す
。

　
小
さ
い
頃
は
パ
ン
屋
さ
ん
や

保
育
士
の
夢
も
あ
っ
た
け
れ

ど
、
い
と
こ
の
お
母
さ
ん
が
看

護
師
さ
ん
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
「
い
い
な
あ
。
」
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
助
産
師
に
な
る
夢
に
つ
い
て

一
番
影
響
を
受
け
た
の
は
、
助

産
師
が
主
人
公
の
ド
ラ
マ
で
し

た
。
妊
婦
さ
ん
の
悩
み
や
、
助

産
師
が
か
か
え
る
悩
み
な
ど
が

描
か
れ
て
い
て
、
妊
婦
さ
ん
の

た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
が

「
か
っ
こ
い
い
な
。
」
と
思
い

ま
し
た
。
私
も
ド
ラ
マ
の
助
産

師
さ
ん
の
よ
う
に
「
が
ん
ば
り

た
い
な
。
」
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
私
は
助
産
師
さ
ん
の
働
き

を
テ
レ
ビ
や
ド
ラ
マ
で
し
か
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

で
助
産
師
の
勉
強
を
し
て
、
信

頼
し
て
も
ら
え
る
助
産
師
さ
ん

に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

家
族
も
助
け
て
い
き
た
い
で

す
。

　
助
産
師
は
人
の
命
に
か
か
わ

る
仕
事
で
す
。
と
っ
て
も
大
変

な
仕
事
だ
と
思
う
け
れ
ど
、
人

の
役
に
立
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

信頼される

夢
No.141

▼
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

ま
す
。
今
月
号
の
表
紙
写
真
は
、
奥
手

山
か
ら
高
社
山
と
千
曲
川
を
望
む
場
所

で
撮
影
し
ま
し
た
。
本
年
も
積
極
的
に

新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
皆
さ

ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
広

報
づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
２
０
１
７
年
も
広
報
な
か
の
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（
中
沢
）

▼
北
茨
城
市
の
り
ん
ご
産
地
直
売
会
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。現
地
に
到
着
し
た
と

き
、す
で
に
お
客
さ
ん
の
行
列
が
で
き
て

い
て
、お
客
さ
ん
は「
毎
年
、買
い
に
来
て

る
よ
」と
う
れ
し
そ
う
に
リ
ン
ゴ
を
買
っ

て
い
か
れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
方
々
を

全
国
に
増
や
せ
る
よ
う
、本
年
の
広
報
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
（
大
原
）

▼
近
ご
ろ
何
と
は
な
し
に
山
が
視
界
に

入
り
ま
す
。
会
話
の
端
に
も「
今
日
は

大
き
く
見
え
る
、雲
が
…
、稜
線
が
…
」

と
話
題
に
上
り
ま
す
。
こ
の
感
覚
を
何

と
呼
ぶ
の
で
し
ょ
う
。
郷
土
愛
か
「
中

野
市
民
の
あ
る
あ
る
」
か
、
は
た
ま
た

加
齢
？
新
年
も
中
野
市
を
囲
む
山
々
が

美
し
く
あ
り
ま
す
よ
う
に
。(

北
沢
）

面積：１１２．１8㎢
人口：43,486 人
　男　：２0,989 人
　女　：２２,497 人
世帯数：１5,439 戸
【平成２8年１２月１日現在】
今月号から、平成 ２7 年
国勢調査を基に推計

編
集
後
記

28広報なかの

中野市役所

２０１7．1

助産師になりたい！
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